
中
世
末
期
に
お
け
る
土
師
器
工
人
の
存
在
様
態

土
佐
国
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
を
題
材
に
一
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史
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門
要
約
】
　
中
世
土
師
器
は
当
時
の
人
び
と
の
も
っ
と
も
身
近
な
道
具
の
一
つ
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
生
産
の
実
態
は
、
生
産
遺
跡
の
発
見
例
が
少
な
い
た
め

に
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
稿
で
は
、
戦
国
時
代
末
期
の
土
佐
｝
国
の
検
地
記
録
で
あ
る
噌
長
宗
我
部
地
検
帳
幽
を
題
材
に
、
土
師
器
質

入
所
有
の
屋
敷
地
や
田
畑
、
ま
た
土
師
器
生
産
に
関
わ
る
地
名
な
ど
の
記
録
を
集
成
し
、
土
佐
に
お
け
る
土
師
器
生
産
の
様
態
の
解
明
を
試
み
た
。
そ
の

結
果
、
土
師
器
工
人
は
各
郡
に
数
軒
程
度
は
存
在
し
、
屋
敷
地
の
ほ
か
　
定
の
田
畑
も
所
有
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ま
た
地
名
と
居
住
地
の
傾
向

か
ら
、
往
古
は
寺
社
の
も
と
で
製
品
貢
納
と
引
き
換
え
に
田
畑
を
与
え
ら
れ
た
あ
り
方
か
ら
、
大
名
・
国
人
層
に
応
じ
て
城
下
や
市
場
集
落
へ
拠
点
を
移

し
、
販
売
に
も
携
わ
る
あ
り
方
へ
と
変
化
し
つ
つ
も
、
な
お
半
農
半
工
と
し
て
農
業
に
依
存
し
て
い
た
姿
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
、
考
古

資
料
に
み
え
る
地
域
性
と
の
対
比
が
必
要
で
あ
る
が
、
一
つ
の
具
体
像
を
提
示
で
き
た
点
で
中
世
土
器
生
産
論
に
お
い
て
重
要
な
価
値
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
九
九
巻
四
号
　
二
〇
＝
ハ
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
土
師
器
と
は
低
火
度
で
焼
成
さ
れ
た
素
焼
き
の
土
器
で
、
中
世
に
は
「
土
器
（
か
わ
ら
け
）
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
中
世
考
古
学
研
究
で
は
土

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

師
質
土
器
や
か
わ
ら
け
（
カ
ワ
ラ
ケ
）
と
呼
ぶ
意
見
も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
土
師
器
と
い
う
呼
称
を
採
用
す
る
。
こ
の
土
器
は
古
代
以
来
、
杯

や
皿
、
高
上
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
二
種
が
生
産
さ
れ
て
き
た
。
中
世
に
は
食
器
や
燈
明
皿
、
あ
る
い
は
儀
器
と
し
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

（493）1



近
世
に
至
っ
て
国
産
陶
磁
器
に
そ
の
地
位
を
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
ま
で
、
社
会
階
層
を
問
わ
ず
大
量
に
使
用
さ
れ
た
。
い
わ
ば
、
当
時
の
入
び

と
に
と
っ
て
も
っ
と
も
身
近
な
道
具
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

　
こ
の
土
器
は
各
地
の
中
世
遺
跡
で
大
量
か
つ
普
遍
的
に
出
土
す
る
が
、
器
形
や
細
部
形
態
に
お
い
て
顕
著
な
地
域
色
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

特
定
の
生
産
地
か
ら
各
地
へ
流
通
し
た
陶
器
や
大
陸
か
ら
の
貿
易
陶
磁
器
と
は
対
照
的
に
、
い
わ
ば
自
給
自
足
的
な
あ
り
方
で
生
産
さ
れ
る
土

器
と
漠
然
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
加
え
て
、
軟
質
な
た
め
に
長
期
間
の
使
用
に
は
不
向
き
な
特
性
か
ら
、
遺
跡
や
遺
構
の
年
代
を
知
る
た
め
の

有
効
な
資
料
と
み
な
さ
れ
、
編
年
砺
究
が
各
地
で
精
力
的
に
す
す
め
ら
れ
た
。

　
遺
跡
や
遺
構
の
年
代
を
知
る
素
材
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
脱
し
、
中
世
文
化
を
語
る
素
材
と
し
て
土
師
器
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
一
九
八
○
年
代
以
降
で
あ
る
。
そ
の
噛
矢
と
な
っ
た
の
が
、
土
師
器
を
清
浄
で
使
い
捨
て
の
儀
器
と
評
価
づ
け
た
藤
原
良
章
の
議
論
で
あ
る
。

鎌
倉
で
大
量
に
み
つ
か
っ
た
土
師
器
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
こ
の
見
解
は
、
以
後
の
土
師
器
論
の
基
本
的
な
考
え
方
と
な
り
、
中
世
全
体
へ
敷
彷

さ
れ
て
通
説
的
地
位
を
獲
得
し
た
。
と
り
わ
け
、
室
町
・
戦
国
時
代
の
土
師
器
に
関
し
て
は
、
急
増
す
る
城
館
遺
跡
の
発
掘
調
査
成
果
と
あ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ま
っ
て
、
城
館
で
催
さ
れ
た
式
三
献
な
ど
の
武
家
儀
礼
や
饗
宴
で
一
回
的
に
使
用
さ
れ
る
儀
器
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
、
こ
の
時
期
に
み
ら

れ
る
京
都
系
土
師
器
（
京
都
の
土
師
器
を
地
方
で
模
倣
製
作
し
た
土
師
器
）
の
出
現
を
、
室
町
幕
府
と
の
関
係
や
京
文
化
の
受
容
と
い
っ
た
政
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

的
・
文
化
的
文
脈
か
ら
解
釈
す
る
意
見
が
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
文
化
史
的
な
評
価
を
め
ぐ
る
議
論
と
は
対
照
的
に
、
中
世
土
器
・
陶
磁
器
研
究
で
は
ま
ず
最
初
に
検
討
さ
れ
る
は
ず
の
生
産
論
、
す
な
わ
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

土
師
器
が
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
工
人
組
織
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
て
い
た
の
か
と
い
っ
た
問
題
は
ほ
と
ん
ど
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の

最
大
の
理
由
は
、
中
世
土
師
器
の
生
産
窯
の
検
出
例
が
き
わ
め
て
少
な
い
点
に
あ
る
。
た
と
え
ば
京
都
で
は
、
平
安
京
域
を
中
心
に
膨
大
な
量

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
土
師
器
が
出
土
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
ら
を
供
給
し
て
い
た
生
産
遺
跡
や
遺
構
の
確
実
な
発
見
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
こ
れ
は
他

地
域
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
製
品
の
量
に
比
し
て
生
産
遺
跡
の
発
見
例
が
圧
倒
的
に
乏
し
い
た
め
、
窯
跡
や
そ
こ
か
ら
の
出
土
品
か
ら
各

生
産
地
の
時
期
や
特
徴
を
抽
出
し
、
消
費
遺
跡
か
ら
の
出
土
資
料
と
比
較
す
る
と
い
う
、
土
器
・
陶
磁
器
研
究
で
は
定
石
と
も
い
え
る
方
法
が
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成
立
し
が
た
い
の
だ
。
　
方
で
、
実
際
の
出
土
資
料
を
み
れ
ば
、
地
域
差
や
個
体
差
が
き
わ
め
て
大
き
い
こ
と
は
容
易
に
看
取
で
き
る
た
め
、

せ
い
ぜ
い
農
村
を
単
位
と
す
る
自
給
自
足
的
な
小
規
模
生
産
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
漠
然
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
イ
メ
ー
ジ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

厳
密
な
学
術
的
検
証
を
経
ぬ
ま
ま
通
説
的
な
理
解
と
し
て
受
容
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
土
師
器
生
産
の
実
態
が
一
種
の
ブ
ラ
ッ
ク
・
ボ
ッ
ク
ス
と
し
て
の
こ
さ
れ
て
い
る
現
状
は
、
冒
頭
で
述
べ
た
土
師
器
を
め
ぐ
る
議
論
の
広
が

り
を
考
え
れ
ば
、
決
し
て
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
京
都
系
土
師
器
の
出
現
は
京
都
風
の
土
師
器
を
欲
し
た
地
方
領
主
層
の
意

向
の
反
映
と
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
生
産
の
実
態
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
で
は
、
こ
れ
が
本
当
に
領
主
層
の
関
与
に
よ
る
も
の
か
は
断
晋
で
き
な

い
。
た
と
え
そ
う
だ
と
し
て
も
、
地
方
で
京
都
風
の
土
師
器
を
も
と
め
る
欲
求
が
模
倣
品
の
生
産
と
し
て
具
現
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
の
詳
細
は
解

明
さ
れ
ぬ
ま
ま
で
あ
り
、
掘
り
下
げ
た
議
論
が
不
可
能
と
な
る
。
中
世
土
師
器
の
研
究
全
体
を
深
化
さ
せ
る
う
え
で
も
、
生
産
論
は
も
は
や
避

け
て
通
れ
な
い
。

　
で
は
、
生
産
遺
跡
の
検
討
が
期
待
で
き
な
い
状
況
で
、
い
か
な
る
方
法
で
こ
の
問
題
の
克
服
を
は
か
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
有
効
と
思
わ
れ

る
の
は
、
文
献
史
料
な
ど
か
ら
あ
る
程
度
、
土
師
器
工
人
や
生
産
の
あ
り
方
に
関
す
る
モ
デ
ル
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
実
際
の
考
古
資
料
と
対
比

さ
せ
て
検
証
す
る
方
法
だ
。
か
か
る
視
点
に
た
っ
た
研
究
は
過
去
に
も
皆
無
で
は
な
い
が
、
近
世
・
近
代
の
史
料
や
民
俗
例
か
ら
類
推
し
た
も

　
　
　
　
　
⑧

の
で
あ
る
た
め
、
た
だ
ち
に
中
世
土
師
器
の
生
産
モ
デ
ル
と
み
な
す
に
は
躇
躇
さ
れ
る
。
同
時
代
史
料
に
基
づ
く
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
意
識
に
た
ち
、
中
世
史
料
の
検
討
を
通
じ
て
土
師
器
工
人
の
あ
り
方
の
復
元
を
目
的
と
す
る
。
稿
者
は
旧
稿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

で
、
南
都
の
土
器
座
の
史
料
な
ど
か
ら
土
師
器
生
産
の
一
様
態
を
検
討
し
た
。
南
都
で
は
座
組
織
を
基
盤
と
し
た
土
師
器
生
産
が
一
五
世
紀
代

に
は
成
立
し
て
い
た
が
、
こ
の
あ
り
方
が
全
国
各
地
で
均
一
的
に
あ
て
は
ま
る
と
も
考
え
に
く
い
。
地
方
の
史
料
を
博
捜
し
、
各
地
の
事
例
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
だ
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
『
長
宗
我
部
地
検
帳
臨
を
と
り
あ
げ
、
中
世
末
期
の
土
佐
国
に
焦
点
を
あ
て
て
、

生
産
の
実
像
を
解
明
す
る
。
考
古
資
料
と
の
対
比
検
証
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
ま
ず
は
議
論
の
前
提
と
な
る
モ
デ
ル
の
提
示

を
は
か
り
た
い
。
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①
用
語
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
中
井
淳
史
㎎
日
本
中
世
土
師
器
の
研
究
輪
、
中

　
央
公
論
美
術
出
版
、
二
〇
～
一
年
で
論
じ
た
。

②
藤
原
良
章
「
中
世
の
食
器
・
考
一
〈
か
わ
ら
け
〉
ノ
ー
ト
ー
」
（
日
本
エ
デ
ィ

　
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
『
列
島
の
文
化
史
』
五
）
、
一
九
八
八
年
な
ど
。

③
小
野
正
敏
『
戦
国
城
下
町
の
考
古
学
』
（
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
）
、
講
談
社
、
一

　
九
九
七
年
な
ど
。
近
年
の
成
果
と
し
て
は
、
五
味
文
彦
・
小
野
正
敏
・
萩
原
三
雄

　
編
『
宴
の
中
世
』
、
高
志
書
院
、
二
〇
〇
八
年
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

④
小
野
前
掲
註
③
文
献
な
ど
。

⑤
と
は
い
え
、
製
作
技
法
な
ど
の
よ
う
に
遺
物
の
観
察
か
ら
導
き
出
せ
る
問
題
に

　
つ
い
て
は
相
応
の
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
伊
野
近
富
「
「
か
わ
ら
け
」
考
偏

　
『
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
論
集
隔
第
一
撃
、
（
財
）
京
都
府
埋
蔵
文
化
財
調
査
研
究

　
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
七
年
、
横
田
洋
三
「
土
師
器
皿
編
年
試
案
」
『
平
安
京
跡
調

　
査
報
告
　
平
安
京
左
京
五
条
三
坊
十
五
町
』
、
（
財
）
古
代
學
協
會
、
一
九
八
一
年

　
な
ど
を
参
照
。
伊
野
は
、
自
身
が
提
示
し
た
土
漆
器
の
分
類
や
変
遷
と
、
文
献
史

　
料
に
み
え
る
土
師
器
生
産
地
を
つ
き
合
わ
せ
n
灰
白
色
系
の
土
師
器
の
生
日
地
を

　
嵯
峨
野
と
す
る
な
ど
、
生
産
地
の
比
定
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

⑥
百
瀬
正
恒
の
整
理
に
よ
れ
ば
、
京
都
市
内
で
は
岩
倉
幡
枝
（
左
京
区
）
、
双
ヶ

　
岡
麓
（
右
京
区
）
な
ど
三
箇
所
で
土
師
器
焼
成
窯
と
推
定
さ
れ
る
事
例
が
確
認
さ

　
れ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
発
掘
調
査
を
経
た
も
の
で
は
な
い
。
百
瀬
正
慣
門
京
都

　
の
土
師
器
生
産
と
搬
入
土
師
器
」
『
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
』
簸
、
日
本
中
世

　
土
器
研
究
会
、
　
九
八
六
年
。
発
掘
調
査
で
発
見
さ
れ
た
事
例
と
し
て
は
、
一
五

　
～
～
六
世
紀
前
後
と
想
定
さ
れ
る
が
、
深
草
（
西
飯
食
遺
跡
、
伏
見
区
）
や
岩
倉

　
（
元
稲
荷
窯
跡
、
左
京
区
）
で
窯
壁
片
や
窯
遺
構
の
一
部
と
お
も
わ
れ
る
資
料
の

　
出
土
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
土
師
器
の
膨
大
な
最
と
比
べ
れ
ば
、

　
生
産
の
全
容
が
考
古
学
的
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
は
到
底
い
え
る
状
況
で
は
な
い
。

　
（
財
）
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
欄
平
成
＝
一
年
度
　
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調

　
査
概
要
㎞
、
二
〇
〇
三
年
、
京
都
市
文
化
市
民
局
『
京
都
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
概

　
報
　
平
成
八
年
度
㎞
、
一
九
九
七
年
。
た
だ
し
、
文
献
史
料
か
ら
は
、
時
代
に
よ

　
っ
て
変
動
は
み
ら
れ
る
も
の
の
深
草
や
嵯
峨
、
岩
倉
、
票
栖
野
な
ど
い
く
つ
か
の

　
生
産
地
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
伊
野
前
掲
註
⑤
文
献
な
ど
を

　
参
照
。

⑦
脇
田
晴
子
は
、
『
醍
醐
雑
事
記
』
に
み
え
る
土
器
作
手
や
、
室
町
帯
代
の
南
都

　
土
器
座
の
断
片
的
な
史
料
を
検
討
し
、
ほ
か
の
手
工
業
生
産
者
の
状
況
と
も
対
比

　
し
な
が
ら
、
同
業
村
落
の
存
在
を
想
定
し
、
そ
こ
に
居
記
す
る
工
人
が
そ
れ
ぞ
れ

　
権
門
領
主
に
従
属
す
る
「
散
り
が
か
り
的
」
な
あ
り
方
を
提
示
し
た
。
脇
田
暗
子

　
「
中
世
土
器
の
生
産
と
流
通
」
『
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
魅
且
、
日
本
中
世
土

　
器
研
究
会
、
一
九
八
六
年
。
脇
田
の
示
し
た
こ
の
生
産
者
像
は
、
土
師
器
の
出
土

　
傾
向
や
型
式
学
的
特
徴
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
考
古
学
の
側
か

　
ら
も
批
判
的
に
検
討
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
漠
然
と
通
説
的
地
位
を
得
て
き
た
。

⑧
た
と
え
ば
、
近
代
の
岩
倉
（
京
都
市
左
京
区
）
や
近
世
の
永
坂
（
京
都
府
木
津

　
川
市
）
に
の
こ
る
史
料
や
民
俗
例
を
検
討
し
た
難
波
洋
三
や
田
中
一
慶
の
研
究
が

　
先
駆
的
な
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
近
世
・
近
代
の
土
師
器

　
生
産
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
確
か
で
あ
る
が
、
た
だ
ち
に
中
世
ま
で
遡

　
及
で
き
る
保
証
は
ま
っ
た
く
な
く
、
あ
ら
た
め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
な
お
、
京
都
周
辺
で
繊
議
す
る
土
師
器
を
み
る
か
ぎ
り
、
申
世
土
師
器
と
近
世
以

　
降
の
土
師
器
で
は
硬
度
に
顕
著
な
根
違
が
あ
る
。
こ
れ
は
焼
成
温
度
の
差
に
由
来

　
す
る
と
思
わ
れ
る
。
中
世
と
近
世
以
降
で
は
焼
成
窯
の
構
造
が
異
な
っ
て
い
た
と

　
推
測
さ
れ
、
ひ
い
て
は
生
産
の
あ
り
方
に
も
喰
違
が
あ
っ
た
可
能
性
も
十
分
に
考

　
え
ら
れ
る
。
難
波
洋
三
「
市
坂
の
土
器
作
り
」
㎎
京
都
大
学
構
内
遺
跡
調
査
研
究

　
年
報
　
～
九
八
六
年
度
』
、
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
、
　
九
八
九

　
年
、
田
中
一
膝
「
京
・
岩
倉
木
野
の
土
師
器
生
産
と
流
通
（
一
）
幸
心
大
夫
藤
本

　
美
佐
氏
『
土
器
之
ひ
か
え
㎞
帖
か
ら
一
」
『
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会
　
研
究
紀

　
要
』
三
、
（
財
）
大
阪
府
埋
蔵
文
化
財
協
会
、
一
九
九
五
年
を
参
照
。

⑨
　
中
井
前
掲
註
①
文
献
。
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⑩
地
域
の
土
師
器
生
巌
を
と
り
あ
げ
た
文
献
史
学
的
研
究
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か

　
小
柳
和
宏
の
成
果
を
指
摘
で
き
る
。
小
柳
和
宏
「
中
世
土
器
生
産
小
考
－
文
書
・

　
地
名
か
ら
土
器
生
産
地
を
探
る
一
」
『
大
分
縣
地
方
史
』
第
　
四
三
号
、
大
分
県

　
地
方
史
研
究
会
、
　
一
九
九
一
年
。
小
柳
は
豊
前
・
豊
後
の
中
世
文
書
を
博
捜
し
、

　
そ
れ
ら
に
み
え
る
古
地
名
か
ら
土
師
器
の
生
産
地
を
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
一

　
方
、
考
古
学
的
研
究
と
し
て
は
、
土
師
器
の
詳
細
な
型
式
学
的
分
析
か
ら
土
師
器

　
製
作
者
個
人
の
抽
出
を
は
か
っ
た
松
本
建
速
の
研
究
や
、
京
都
系
土
師
器
の
型
式

学
的
差
異
か
ら
生
産
集
団
の
抽
出
を
試
み
た
稿
者
の
検
討
が
あ
る
。
松
本
建
速

「
手
つ
く
ね
か
わ
ら
け
か
ら
み
た
個
の
解
釈
－
柳
之
御
所
跡
出
土
手
つ
く
ね
か
わ

ら
け
制
作
者
の
「
く
せ
」
と
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
諸
解
釈
一
」
（
財
）
岩
手
県
文

化
振
興
事
業
団
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
紀
要
』
㎜
、
一
九
九
四
年
、
中
井
淳
史

「
土
師
器
生
産
体
制
変
容
の
一
駒
一
中
世
末
期
の
出
雲
東
部
地
域
を
中
心
に
一
」

日
本
中
世
論
器
研
究
会
咽
中
世
土
器
研
究
論
集
㎞
、
二
〇
〇
一
年
（
の
ち
前
掲
註

①
文
献
に
収
録
）
。

一

『
長
宗
我
部
地
検
帳
晦
に
み
え
る
土
佐
国
の
土
師
器
生
産

（一

j

『
長
宗
我
部
地
検
帳
騙

中世末期における土師器工人の存在様態（中井）

　
　
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
（
以
下
、
『
地
検
帳
』
と
略
す
）
は
太
閤
検
地
の
～
環
と
し
て
、
土
佐
の
戦
国
大
名
長
宗
我
部
氏
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た

検
地
の
帳
簿
で
あ
る
。
天
正
一
五
（
一
五
八
七
）
年
か
ら
　
八
（
一
五
九
〇
）
年
に
お
こ
な
わ
れ
た
惣
国
検
地
に
加
え
、
文
禄
四
（
一
五
九
五
）
年

か
ら
慶
長
三
（
一
五
九
八
）
年
の
再
検
地
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
土
佐
｝
国
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
三
六
八
冊
が
現
存
す
る
（
高
知
県
立
図
書

館
蔵
）
。
こ
の
検
地
帳
は
関
ヶ
原
の
戦
い
後
に
入
部
し
た
山
内
氏
に
引
き
継
が
れ
、
土
佐
藩
の
本
田
高
を
示
す
も
の
と
し
て
厳
重
に
保
管
さ
れ

　
　
①

て
き
た
。
『
地
検
裏
目
の
特
徴
は
、
一
国
規
模
で
帳
簿
が
残
存
し
て
い
る
唯
一
の
例
と
い
う
点
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
筆
ご
と
の
地
目
・
等

級
・
藤
壷
・
石
高
・
名
請
人
を
記
録
す
る
太
閤
検
地
の
基
本
原
則
と
は
異
な
り
、
石
盛
を
導
入
せ
ず
、
上
級
知
行
者
か
ら
給
人
、
名
主
職
、
聖

職
に
至
る
ま
で
、
中
世
的
な
重
層
的
所
領
支
配
の
状
況
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
て
い
る
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
史
料
は
中
世
末
期
の
土

佐
国
に
お
け
る
土
地
制
度
の
み
な
ら
ず
、
戦
国
大
名
長
宗
我
部
氏
や
国
人
層
の
動
向
を
知
る
素
材
、
ま
た
戦
国
期
城
下
町
の
歴
史
地
理
学
的
野

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

究
の
素
材
と
し
て
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
多
大
な
成
果
を
逐
　
吟
味
す
る
だ
け
の
余
裕
は
な
い
け
れ
ど
も
、
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

稿
で
は
従
来
の
研
究
と
は
視
点
を
変
え
て
、
『
地
検
帳
』
に
み
え
る
土
師
器
生
産
に
関
す
る
記
録
に
と
く
に
着
陸
す
る
。
土
師
器
の
生
産
や
販

5　（497）



売
に
携
わ
っ
た
と
思
わ
れ
る
人
々
の
土
地
所
有
の
記
録
や
、
土
師
器
生
産
と
の
関
わ
り
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ
る
ホ
ノ
ギ
（
小
字
）
名
な
ど

を
集
成
し
、
土
師
器
工
人
の
分
布
や
土
地
の
保
有
状
況
な
ど
を
検
討
す
る
。
こ
の
史
料
を
と
り
あ
げ
る
の
は
、
一
国
規
模
で
の
土
師
器
生
産
の

動
向
分
析
が
可
能
と
な
り
、
地
方
に
お
け
る
生
産
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
う
え
で
非
常
に
好
適
で
あ
る
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

（
二
）
　
土
佐
国
に
お
け
る
土
郎
器
生
産
工
人
の
分
布

　
以
下
の
検
討
に
あ
た
っ
て
は
、
高
知
県
立
図
書
館
が
翻
刻
し
た
刊
本
（
高
知
県
立
図
書
館
編
『
長
宗
我
部
地
検
帳
』
、
｝
九
五
七
～
｝
九
六
五
年
）

に
拠
っ
た
。

　
長
宗
我
部
氏
の
惣
国
検
地
は
複
数
の
役
人
が
分
担
し
て
実
施
し
た
た
め
、
」
筆
ご
と
の
情
報
や
表
記
の
ス
タ
イ
ル
に
は
若
干
の
不
統
一
が
み

ら
れ
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
郷
村
ご
と
に
、
土
地
一
筆
ご
と
の
面
積
、
場
所
（
郷
村
名
、
ホ
ノ
ギ
）
、
打
出
分
の
面
積
、
田
畑
・
屋
敷
の
種
類

や
等
級
、
知
行
者
や
作
職
な
ど
の
土
地
所
有
の
状
況
を
記
録
す
る
。
『
地
検
帳
』
の
記
載
上
の
特
徴
と
し
て
、
（
一
）
一
段
（
反
）
1
1
五
〇
代
目

三
〇
〇
歩
と
、
太
閤
検
地
の
基
準
に
拠
り
つ
つ
も
「
代
」
と
い
う
土
佐
独
自
の
単
位
を
利
用
す
る
こ
と
、
（
二
）
耕
作
者
だ
け
で
な
く
、
各
種

知
行
者
の
情
報
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
と
く
に
（
二
）
に
つ
い
て
は
、
上
級
知
行
者
を
示
す
「
＊
＊
分
」
や
、

配
下
の
給
人
な
ど
の
下
級
知
行
者
を
示
す
「
＊
＊
給
」
、
長
宗
我
部
氏
の
直
轄
領
で
み
ら
れ
る
「
＊
＊
名
」
や
「
御
直
分
」
、
「
散
田
」
、
ま
た
名

主
職
を
示
す
「
＊
＊
拍
」
な
ど
の
土
地
所
有
を
示
す
各
種
の
呼
称
、
屋
敷
地
の
場
合
に
は
居
住
者
登
録
を
示
す
「
＊
＊
居
」
、
こ
の
ほ
か
既
往

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
研
究
で
も
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
「
＊
＊
抱
」
、
「
＊
＊
持
」
な
ど
と
い
っ
た
多
彩
な
表
記
が
あ
り
、
非
常
に
複
雑
だ
。

　
第
1
表
は
、
『
地
検
帳
』
に
の
こ
る
土
師
器
工
人
と
思
わ
れ
る
人
物
の
所
有
地
（
屋
敷
地
・
給
田
な
ど
）
や
、
土
師
器
生
産
と
の
密
接
な
関
連

が
う
か
が
わ
れ
る
ホ
ノ
ギ
名
な
ど
が
注
記
さ
れ
た
記
録
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
土
佐
国
七
郡
で
計
一
六
七
例
集
成
で
き
た
。
以
下
、
第

1
表
を
も
と
に
土
師
器
工
人
の
分
布
や
様
態
を
検
討
す
る
。

　
土
師
器
工
人
の
呼
称
と
し
て
は
、
お
お
よ
そ
四
種
類
が
確
認
で
き
た
。
単
に
「
土
器
」
「
カ
ワ
ラ
ケ
」
と
記
す
だ
け
の
も
の
、
個
人
名
の
前
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中世末期における土師器工人の存在様態（中井）

に
「
土
器
」
を
つ
け
る
も
の
、
個
人
名
の
前
に
「
土
器
屋
」
を
つ
け
る
も
の
、
「
　
宮
土
器
屋
」
「
朝
倉
ノ
土
器
」
「
カ
モ
チ
土
器
」
の
よ
う
に

地
名
を
冠
す
る
も
の
だ
。
中
世
に
お
い
て
「
土
器
」
「
か
わ
ら
け
」
と
は
旧
稿
で
も
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
低
火
度
焼
成
の
土
器
全
般
を
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

す
語
彙
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
土
師
器
の
み
に
限
定
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
戦
国
時
代
の
土
佐
国
で
は
中
国
か
ら
の
貿
易
陶
磁
器
や
、
畿

内
や
伊
勢
か
ら
搬
入
さ
れ
た
土
器
が
あ
る
ほ
か
は
、
形
状
や
胎
土
な
ど
か
ら
み
て
明
ら
か
に
地
元
産
と
考
え
ら
れ
る
土
師
器
が
　
定
量
出
土
し

　
　
　
　
⑥

て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
文
字
通
り
に
土
師
器
、
ひ
い
て
は
土
師
器
工
人
を
さ
す
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
実
名
の
有
無
は
、
お
そ
ら
く
は
検
地

実
施
の
時
点
に
お
い
て
、
担
当
役
人
が
把
握
し
て
い
た
か
否
か
の
ち
が
い
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
以
上
の
呼
称
に
お
い
て
、
「
土
器
」
と
「
土
器
屋
」
の
両
方
が
確
認
で
き
る
点
は
、
生
産
と
販
売
の
状
況
を
考
え
る
う
え
で
興
味
深
い
。
こ

こ
で
詳
し
く
み
て
ゆ
く
と
、
同
じ
名
前
の
人
物
が
「
土
器
」
と
「
土
器
屋
」
で
書
き
わ
け
ら
れ
る
例
が
あ
る
。
「
土
器
孫
六
」
（
第
1
表
8
1
～
8
3
）
、

「
土
器
屋
九
良
兵
衛
」
（
第
1
表
8
6
～
8
8
・
9
0
・
9
1
）
、
「
土
器
与
七
良
」
（
第
1
表
肥
・
㎜
・
鵬
）
の
三
例
だ
。
彼
ら
が
居
住
な
い
し
保
有
す
る
屋
敷

地
や
田
畑
の
位
置
す
る
村
内
に
は
、
同
名
異
人
と
思
わ
れ
る
人
物
は
み
あ
た
ら
な
い
の
で
、
「
土
器
」
と
「
土
器
屋
」
の
書
き
わ
け
は
別
人
を

示
す
も
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
は
検
地
役
人
の
表
記
不
統
一
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
京
都
や
南
都
の
事
例
に
お
い
て
も
、
生
産
者
と
販
売

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

者
が
明
確
に
分
化
し
て
い
た
徴
証
は
み
ら
れ
な
い
の
で
、
土
佐
も
同
様
で
あ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

　
第
1
表
で
示
し
た
情
報
を
も
と
に
、
郷
村
ご
と
に
大
ま
か
に
そ
の
分
布
を
整
理
し
た
も
の
が
第
1
・
2
図
で
あ
る
。
図
中
の
星
印
は
土
師
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

工
人
が
所
有
し
て
い
た
屋
敷
地
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
『
地
検
帳
』
に
は
、
屋
敷
地
の
面
積
や
等
級
、
登
録
者
（
「
主
」
）
の
居
住
の
有
無
程

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

度
し
か
記
さ
れ
ず
、
粘
土
の
採
取
地
や
窯
の
存
在
な
ど
、
生
産
に
直
接
か
か
わ
る
情
報
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
居
宅
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

か
そ
の
周
囲
に
窯
を
設
け
る
と
い
う
き
わ
め
て
家
内
産
業
的
な
色
彩
の
つ
よ
い
近
世
以
降
の
京
都
の
事
例
を
墨
型
す
る
な
ら
ば
、
卑
湿
は
単
に

工
人
の
居
所
を
示
す
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
土
師
器
を
製
作
・
焼
成
し
た
場
所
、
す
な
わ
ち
生
産
地
で
も
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
土
師
器
工
人
が
所
有
す
る
屋
敷
地
は
七
評
す
べ
て
に
み
ら
れ
、
あ
わ
せ
て
二
二
筆
分
確
認
で
き
た
。
高
岡
郡
が
最
多
で
八
筆
分
、
最
少
は
香

美
郡
と
幡
多
郡
で
各
｝
要
脚
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
本
人
の
居
住
を
示
す
「
主
居
」
の
記
載
は
墨
筆
分
し
か
み
ら
れ
な
い
が
、
概
し
て

7　（499）



工人名

【安芸郡】

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1

　
　
　
　
　
　
　
　
1
1

土器

土器

土器展

土器巌

土器麗

土器砺金
（土器）両金

（土器）酉金

烹器

土器

土器屋新兵衡

幡美糊

器
　
雌
器
　
器
　
器

土
　
土
工
　
土
　
土

器
器
器
器
器

土
工
土
工
土

α
ほ

12

P3

P4

P5

P6

P7

P8

P9

Q0

Q1

Q2

ｨ
璽
％
2
6
四
2
8
2
9
3
0
3
1

土器

土器那左衛門

土器屋

土器那左衛門
ニヒ器那左繕門

（±〉器

（土1器

【長岡郡】

32

R3

b
3
5
3
6
訂
3
8
鈴
4
0
4
1
4
2

ホノ刺羽等

土器ヤシキ

土器テン

土器田

カワラケテン

土器田

カワラケ田

カワラケ田

カワラケ田

カワラケ毘

カワラケ田

カワラケ田

口ワラケ田

カワラケ田

カワラケ田

第1表 『長宗我部地検帳渥にみる土師器工人関連記録

郷村名（現市町村） 種別・等級 規模 登録人

安田庄安田浜（安田町〉

安田庄安田浜（安田町）

井尾喜村井羅喜（安芸itf＞

井庵轡村井羅喜（安芸市）

井罷喜村田虜（安芸市）

和食下分　草田村西分（芸西村）

和食下分　草田村西分（芸西村）

和食下分　草田村西分（芸西村）

穣食品　中内（芸西村）

和食下分　草田村（芸西村）

安喜庄　浜二村（安芸市）

夜須庄　出口村（香南市）

夜須庄（香南市）

大忍庄　苅臓村（香南市）

大国庄　苅厘村（香南市）

大忍庄　苅麗村（香南了勃

大智庄　三F．子村（香南了溝

大歌庄　王子村（香南市）
大賢庄　王子村（番田市．〉

大忍庄　M子村（香南市）

大忍庄　王子村（香南市）

大量庄　王子村（香南布）

香豊津　逮萌（香南市）

上田村（南團市）

岩村郷　福田村（言：幸i国市〉

岩村郷　徳松村（南国市）

岩村郷　神遍身北代村（南国市）

岩村郷　松本村（南国市）

山田解　薫生谷　ホウノ木（香奨市）

由田郷　時久ノ後（香美lti）

山田郷　時久ノ後（香美宿〉

下E…村（南国市）

介良庄（南古市〉

聾心庄（南国了警）

介良民（南国市）

介豊海（南国市）

介良士（南国市）

介良庄（南劉市〉

介良庄（南国毒〉

介良庄（南国了勧

介良庄（常国〒勧

介良庄（南国市）

　
　
々

中
　
下
下
　
　
　
　
下

・
中
・
・
下
中
上
上
・
上
上

撒
・
敷
敷
・
…
敷
・
・

崖
田
麗
墨
田
田
田
田
麗
田
田

々
　
　
　
　
　
　
流
々
々
々
　
中
　
　
　
　
　
　
下

上
上
中
中
上
中
下
下
下
下
下
下
・
　
中
中
下
中
上
中

・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
敷
明
・
・
・
…

田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
騰
用
田
田
田
田
田
思

　
　
　
　
下
　
　
　

下

下
下
下
下
下
・
下
下
下
下
・

・
・
…
カ
・
・
「
「
力

田
田
田
田
堅
田
田
田
田
田
田

10代

45代

1段49代2歩

19代3歩

3代2歩

22代1勺

27代1歩

38代2歩

48代1歩

40代3歩

1段1代2歩

4生代3歩1勺

1段11代1歩1勺

2段17代

搬王代

10代

2段26代4歩

34代2歩

1段13代

1段13代

1段22代

30代
42代1歩

44代

1段10代

1段

40我

1段10代4歩

1段1G代
1段4et’t2歩

26代5頻勺1合

10代5歩

1段

10代3歩

5代2歩
1段

23代2歩

1段30代

15代

1段5歩

椴5代4歩

国

安区分　　土器絵

安田分　　土器給

土器屋給

土器騰給

土器展給

土器両金慰

謝押領　爾金拍

八幡領　爾金担

土羅給

土器給

土器厩新兵衡給ト有

土器二良兵衛給

工大輔紛
土器給　市原又市部才ロ

土器給　市猟又市郎拡

海港持

土器給　今は市原又市出

納公田　土器田　小作串総監左衛門抱

郷公田　土器田　土器介大夫給

土器田　岸本夷堂神六拍
御公田　±器用　小作中村惣左衛F【｝弱

電公田　土器田　小作中村惣左衛門抱

海老給

土器給
土器那左衛11『給

土羅崖給
二と器那左衛門給

土盤那左衛門給

近対置　荊田川鍋日
高瀬藤二良給　　　（±）器給

高瀬藤二良給　　　（土）器給

吸江（吸江庵〉分弥助作
横山紀兵衛給

横山九郎兵衛分　三郎衛門作

島村三郎衛門分　主作
中島治衛｝il給　九郎階門作
島目見孫五轟防合　　＿T．f乍

横山彦十郎給

横山彦十郎分
横山窟介給　新左衛門作

横山与三褥門給　主作
横山仁右衛門分　害田三郎左離i‘1給

備考

烹屠

主作

毎月一日毎十二灯テン

主作

カワラケ田

アスカノ富土瀞田

田
田
田
田
田
田

鰻
器
器
器
器
器

土
工
土
工
土
よ

新市に居住
新了餌こ江住

新市に居住

稲荷土器田

（
8
ε
co



（
無
長
）
縫
縫
轡
樽
e
く
〕
［
鵠
膿
刊
ゆ
む
興
り
“
鞍

43

S4

S5

S6

S7

S8

l
5
0
5
1
5
2
5
3
5
4
5
5
5
6
5
7
5
8
5
9
6
0
6
1

工人名

土塁￥

土器樫

土器

カハラケ

土器

（一富土器fSl）

一鶴土器
（一宮土器麗）

土雑

土器九郎兵衛

土器崖

土欝崖九郎衛門

土器屡

｛土佐郡】

62土器
63ニヒ器

61土器
65＝L器

66土器麗口口

67土器騰
68土器屋
69土藩麗
70土器麗

悟Ml澗

霞
7
2
7
3
簿
7
5
聡
7
7
聡
7
9
8
0
8
1
8
2
お
腿
蕊

土器神館

かわらけ
二1二器治部

土器治部

土器
：L：＃1’

土器

かわらけ

カワラケ

土器孫六

土器孫六

ニヒ器麗孫六

ホノギ名等

カワラケ田

土羅ヤシキ

土器キウ

カハラケ給田

カハラケキウ

土器ヤシキ

西土器給

カワラケカ谷

土器テン

郷村名（現市町村） 種別・等級 規模

介良磁（南飼誌r＞

大津翼（爾劉市〉

大桶郷（南削市〉

’目‘枝郷（南国〒lf＞

『財層劇毒（南国ltl＞

’財『技郷　 （τ馨国辱窪〉

汁枝郷（南国了繰

越劇職（環節市）

il‘枝郷　古市（甫国市）

江村郷　小廻ノ村（祖国了tf＞

江村雛　蒲原ノ村（南国τ誓）

江村蝿　蒲原ノ村（衛庵市）

江村郷　蒲原ノ村（衛国市）

江村疑　蓮如寺村（南国市）

江村郷　大谷ロノ村（南国市）

江村郷　八輻村（南国三脚

江村郷　八幡村（南［聾市）

江村郷　八難村（南国市）

蚊居田村（南国市）

一一{腹　葡野村（高知市）
一宮庄　一一宮村（高知言「f）

一宮庄　一宮村（高知市〉

一宮庄　一箪村（高知市〉

朝倉庄　朝倉土繕東村（高知市）

朝倉庄　朝倉杖（高知鶴
朝倉庄　朝倉村（高知〒｝⇒

朝倉庄　朝倉村（嵩知市）

朝倉庄　朝倉村（蕩知市）

長浜村　中西（高知市）

長浜村　スクミ（高知市〉

喜津賀村　応瀬（高知市〉

仲村郷　喜津賀西分　マスイノ村（高知蕗〉

仲村郷　喜津賀西分　マスイノ村（高知Tiつ

仲村蝿　総説賀西分　マスイノ村（高知市）

仲村蝿　醤津賀酉分　川フチ村（高知市）

｛中村雛　喜津賀西分（高知市）

｛中村矯　喜津賀束分　宙原季重（高知市）

弘岡　中之村・上之村　新在家（高知市｝

弘岡　中之村・上之村　アナカマ（高知市〉

弘岡　下村（窩知市）

弘岡　下村　百薬（高知市〉

仁ノ村西畑（高知市）

大野郷　研野村　憂友（いの町）

　
中
々
　
　
　
　
　
下
野
　
　
　
　
　
　
中

産
・
下
下
　
中
吐
下
・
不
下
下
下
中
下
下
・
中
中

・
敷
・
・
原
…
敷
・
・
・
・
…
敷
・
・

田
騰
田
田
川
田
田
畠
酒
田
田
田
田
田
田
田
歴
田
田

45代1歩

40代

2段38代3歩

2段3G代

4段

23代3歩

澱2歩
i段4歩

4段13代3歩

1段42代4歩

1段40代5歩

3段7代4歩

1段2代2歩

49代圭勺

1段3窪f七2歩

3代王歩

2段18代3歩

1段49代2歩1勺

2段23代5歩正勺

　　

@　

[

黙
野
戦
脚
継

8
1
1
1
2
1
9
1
3

　
　
キ

　
　
シ

　
　
ヤ

　
　
ク
　
中

下
中
ハ
中
・
串
下
下
中

・
・
ン
・
敷
・
…

田
冊
サ
田
崖
田
田
廻
田

　
々下
下
上
中
上
　
　
　
　
下
　
　
々
々

・
・
…
中
中
上
中
・
中
中
上
下
上

敷
畠
田
敷
敷
・
…
敷
・
・
…

崖
山
畠
崖
崖
田
田
田
田
麗
畠
晶
田
畠
田

1段3勺

12代

4G代1歩

三段30代5歩1勺

39代1勺

1段19代1歩1勺

殴15代
3段7代1歩1勺1合

37代

1段4代1勺

1段37代3歩

31代2歩1勺1合

1段9代2歩1勺

12代

42代2歩

登録人

横山彫十郎給
野中名　太郎左衛門手［i

広井分　宗左衛門拍

モトハ土盤給

土器給

桑名分　土器組踊

土器給

観嶽寺分　四郎兵衛作

岡田喜左衛門給　　カハラケ

土器給　福留神兵衛作

蒲原給　一宮土器騰ヨリ久武内蔵買地

田原給

蒲原給　一宮器騰ヨり芝内喜兵徽買地

軍需傲　土器抽

八幡土器田　土器九部兵衛拍

小野膳部丞給　土器崖拍

八総領　土器崖九郎衡門据・膳　姫蔵左兵衛抽

八餓領　土器崖給

石谷分　四郎太欝欝

坂本一助給　土器給

坂本一助給　土器給

坂本一助給　土滞給

坂本一助給　土器給

±鍵屋〔刀

土器崖給

土器崖給

土器軍器

土器麗給

二郎左衛i「騒1｝

西永弘分　土器神介給

散田分　かわらけ拍

喜津得分　土器治部給

新善名　土器治部給

万々分　±班給

和田左賜上地　±器拍

一一?島　植田五郎左衛門尉給
土器給

左京進殿伽分　かわらけ給

カワラケ給

土器孫六給

土器孫六給

土器崖孫六給　右馬助作

散田　小島右京左衛四拍

土暦孫四良給

備考

麗敷数は3

六月一日御供田御水田

兼序寺賀地

二郎左偉至門鷹

主居

主作

：転作

贋
荒
主
久

人ハ不暦

カワラケ田

主贋

三k作

Al｛F

久荒

（
お
の
）
　
O



工人名

陪濁郡】

86土器や九良兵衛

87土器や九良兵衛
88土器や九良兵衛

89土器
go土器（九良兵衛＞

91土羅（九良兵衛＞

92土器
93土器
94かわらけ
95土器
96二と器

97土器
98二と器

99土器
loo土器屋
101土器
102土器
103土器
1（A土器

105かわらけ

106土器
107かわらけ

108出器
loo土器
llO　（かわらけ〉

｝11　（かわらけ＞

112土器
113朝倉ノ土器
114土器七郎左衛門
115　（土）器布介

116　土器善四良

1王7　二i二器醤四良

118ニヒ器与七鼠

l19土器崖与七良
12G　土器善四良

121土器善四（良ヵ＞

122土器
123土器
124土器
125土器与七良

126土器
127土器
lZZ一宮土措
正29土器

130土器

ホノギ名等

土器ヤシキ

土器ヤシキ北

土器ヤシキノ上

土トリハ

郷村名（現市町村）

新居庄（土佐市〉

新居庄（土佐布）

新居庄（土佐市）

新屠庄

新居庄

新暦庄

新贋庄

新設庄

新贋庄

新居庄

新居庄

新居庄

新居豊

新居庄

新居庄

新居庄

新駅庄

新屠庄
新fi｝貸

船屠庄

新屠庄
新贋｝庄

しは村（土佐市）

しは村（土佐市）

しは村（土佐市）

しは村（土佐市）

しは村（土佐市〉

しは村（土佐策〉

しは村（土佐欝〉

しは村（土佐市〉

しは村（土佐flr）

しは村（土佐市）

しは村（土佐市）

しは村（土佐市）

しは村（土佐市）

しは村（土佐市）

しは村（土佐市）

しは村（土佐市〉

しは村（i二佐市〉

しは村（土佐市〉

しは村（土佐市〉

高岡村（土佐憲〉

商岡村（土佐市〉

高岡村　下分（土佐市〉

高岡村　上分（土佐rtv＞

高岡村　上分（土佐広）

高岡村　上分（土佐市〉

高岡村　上分（土佐寅〉

高岡本郷（土佐市）

建窯郷　気後村（土佐市）

蓮池郷　福良村（二と佐市）

莚池概　永晃（土佐市）

蓮池郷　矢木和田村（土佐布）

運池郷　口田村（土佐市）

題箕郷　白土村（土佐市）

巡池郷　大シロノ材（土佐市）

蓮池郵　南浦村（土佐可i）

蓮池揮　北地堺村（土佐市〉

遮池揮　踏切村（土佐欝）

波介郷　大谷村（土佐欝〉

波介郷　大谷村（土佐市〉

波介掲　馬場村（土佐市）

鱗介甥　馬場村（土佐市）

波介揮　波介村（土佐市）

種別・等級

上
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
　
　
々
　
中
　
　
　
　
　
々
　
　
　
　
　
中

・
下
　
中
中
下
中
中
中
下
下
中
・
下
下
下
下
下
下
下
下
下
上
上
下
下
・
下
上
下
下
・
下
下
上
下
下
下
下
下
下
下
下
・
下

敷
・
畑
・
・
・
・
・
・
…
激
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…
敷
・
…
敷
・
・
・
・
・
・
・
・
…
敷
・

麗
畠
切
畠
畠
畠
畠
畠
幽
畠
畠
田
崖
幽
幽
笛
出
田
璽
田
田
田
幽
畠
畠
畠
崖
畠
田
田
田
麗
田
田
田
田
畠
愚
田
田
田
田
田
崖
畠

規模

1段42代

33代

16代4歩

1段29代2歩

1段10代4歩

1段

1段

1段1代1歩1勺

29代2歩

2段29代3歩

49代

32代5歩

1段5代3歩1勺

3代2歩

正段3G代2歩1勺

1段35代

4U£

40代2歩1勺

45代5歩

1段4代3歩

40代

34代

48代1歩1勺

1段5代

47代4歩

2段

42代5歩

40代3歩

1段21代4歩

1段5代

1段20代2、5歩

1段8代正歩

49代渉
49代

1段15代2歩

30代25歩
31代2歩

44代2歩

40代

30代

21代

44代3歩

37代1歩

25代

1段2代5歩

登録人

土器ヤ九良兵衛給

土器ヤ九良兵衡給

土器ヤ九良兵衛給

土器名　弥右術門作

土器名　九良兵衛拍

土器名　九良兵衛拍

土器名

土器名

かわらけ矛合

土器名

土器名

土器名

土器名

土器給

土器屋給

土器名

止器給

止器名

土器給

かわらけ名　六郎左衛門作

土器名

かわらけ名

土器給　市介担

土器給

覚通給

三宮給

土器給　七良左衛門居

朝倉ノ土器給

土器七郎左衛門給

器（カワラケ〉市介給

土器善四良給

土器善四良給

±器総与七良給　彦七作

一寓　土器与七良給　新左衛門作

土器善四良給

±器善四給

安並三左衛門給　土器作

安並三左衛門給　ニヒ器作

安並三三左衛1凹薄食　土器作

土器与七良給　弥十郎作

土器給

土器給

一宮土器給

土器給

土器給

備考

乍
乍
・
｛
イ
主
主

本かわらけ給

本かわらけ給

主作

朝倉に居住

朝倉に濫住

主居
一宮に睡｝住

乍
乍｛
f

主
主

本ハ万法寺分

本ハ天竺分

主贋

主作

（㏄

n
の
）

O
H



（
隷
昔
）
濁
騒
樽
薄
e
＜
H
離
壁
屑
ゆ
恋
興
り
蓉
蝋

玉
2
3
4
5
6
7
8
9
0
工
2
3
4
5
6
7
8
9

3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

1
1
1
1
王
－
生
－
1
1
1
1
一
工
1
1
1
1
1

工山名 ホノギ名等 郷村名（現市町村） 種別・等級 規模 登録入 備考

±器

±器

±器

土瀞

土器

土器

土器

土器

土器

土羅

土器

かわらけ

土器

土器

土器

土器

ニヒ器

幡多郡】

50

T1

T2

l
四
5
5
5
6
貌
5
8
5
9
6
0
6
1
6
2
お
6
4
6
5
6
6
6
7

1
　
1
　三
　

1
　
1
　
1
　1
　
1
　
1
　
1
　
監
　1
　
1
　…
　

1
　
1
　
1
　
1

（中村ノ）ニヒ器

中村ノ土器
：t：i？3

土羅

カモチ土盤

土器

土器

中村ノ土器

土器

土器
ニヒ空

中町衆土器
ニヒ器

比〔］土器

土器ヤシキ

カワラケテン

カワラケヤ

カワラケ船分

土器船戸

カワラケテン

カワラケテン

波介輝　波二村（土佐市）

波介郷　板谷村（土佐宙〉

岩戸村　江良（土佐言励

甲源村　神釜（土佐了誉〉

甲原村　太飛内（±佐市〉

雪融村　太Jil内（±依市）

甲原村　太月納（±佐市）

甲原村　太li1内（ゴニ俵市）

甲原村　太川内（土佐市〉

甲野村　太jli内（±佐市）

甲原村　太肝内（土佐市）

度賀野庄　度賀野村（佐巴町）

度賀野庄　度賀野村（佐川町〉

度賀野庄　度賀野村（佐ノ1｝町）

度賀野庄　度賀野村（佐渕町）

度賀野庄　度賀野村（佐川町〉

度賀野庄　撫瀬村（佐珊町）

戸井郷（須崎布〉

仁井田縄　本在家蔭u．1村（四万十町）

大方輝（黒潮町〉

大方郷（黒潮町）

大方舞（黒潮町）

大方郷（黒糸町〉

入野郷　鹿持村（黒潮町）

入野郷　鹿持村（黒潮町）

入野郷　鹿持村（黒潮国D

串村掲　安並村（四万十市）

中村町　安並村（四万十市）

中村郷　安蛇村（四万十欝〉

幡多荘　初蕩村　三蔵淵（四万十市）

幡多荘　初崎村　津蔵淵（四万十市）

幡多荘　初円村　二二滞（四万十賃ゴ）

森沢村（四万十市）

横瀬村（四万十市〉

宿毛西分　大深浦村（野毛了tf＞

宿毛西分　大門村（宿毛市）

式地村　岩田（四万十宙）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中

　
　
　
　
　
中
下
　

々
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
中

上
中
下
中
下
・
・
　
下
中
下
中
下
上
中
田
下
上
・

・
・
…
敷
敷
畑
・
・
・
・
…
敷
・
・
敷

田
田
田
田
田
屡
田
切
田
田
田
田
田
田
田
田
田
田
斑

々
下
　
　
　
　
　
　
　
　
々

下
・
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
下
上
下
下
下

・
敷
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
…

二
四
田
田
田
田
田
畠
田
畠
田
田
田
田
田
田
田
田

正段7代1歩

2段15代

2段4代3歩

38代3歩

14代5歩

1段3代

6代

25代

8代

2段27｛七1歩

Isu41代

1段17代2歩

椴39代
1貴24代

2段3代3歩1勺

1段3代1歩

1段5代

3段3Q代

16代

1段15代

34代

1段14代

1段45代3歩1勺

27代

37代

43代

1段15代3歩

41代1歩

20代

28代5歩1勺

29代4歩1勺

40代王勺1合

三段

2段2代1歩1合

暇3G代1歩
i6代

35代4歩1勺

±器給

土器給

土器給

土器給

土器給

土盤給

土器給
土曇昂給

：t：2’i給

土器給

土器給

愛宕領　かわらけ拍

土器置

土器給

土罷給

土器給

土器給

笹野名　融下又五良給

小gejli分　源大夫居

（中村ノ）土器給　四良兵衛作

中村ノ土器給

土器給　　小橋介丞作

土器給

浜田善十良給　カモチ土器分
土暑琴華食　左近f乍

土器給　右近作

中村ノ土罷給

御常住衆　中崖与一左衛門尉給

中村衆　上田源兵衛給

足摺（金剛橿鶏…）分土羅給

足摺（金翻福嵜）分　土器給

足摺（金鴎福寺〉分土器給
中村衆　±器給　宗左衛門作

土器給

工費分　五良三良拍

今町田　窪新丞給

今城S．ik給　比0土器分　源左衛門作

省戸ヲミ神土器田

本天神領

主屠

鴨土器田

中村居

久簾

中村居

源左衛門作

注

＊「工人名」欄には新旧を問わず、土地の登録入として記載がある例を掲げた。

＊土師器生産や工人に関するホノギ名を有する田地のうちには、検地時点で土師器工人ではない人物が保有しているものも含まれる。

（。、

W
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中の破線は原則として郷村の境界を示すが、煩雑さを避ける

めに適宜省略したり、近代の町村境に代えた箇所もある。ま

、屋敷地や給田、ホノギを示す記号は、おおよそ郷村単位で

てはめたもので、厳密な所在地は反映していない。

岡郡・土佐郡・吾川郡・高岡郡（東半部）については、記録

確認される郷村を国力ケで表現した（詳細は第2図参照）。

★1工人の屋敷地　　　　　●：給田

■；土師器工人や生産に関するホノギ

◆二神社などの「土器田」と記載ある田地

白ヌキは「土器屋」に関するもの

記号末尾の数字は工数を示す
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第1図　土佐国における土師器工人の分布（1）

『
地
検
帳
』
の
屋
敷
地
主
の
居
住
の
記
載
に
は
か
な
り
ば
ら
つ

き
が
あ
る
の
で
、
実
態
を
示
す
と
い
う
よ
り
は
、
こ
れ
も
検
地

役
人
の
調
査
の
精
粗
に
よ
る
も
の
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
さ
そ
う

だ
。
近
さ
か
ら
み
て
同
一
人
物
の
可
能
性
が
高
い
安
芸
郡
井
尾

喜
村
の
土
器
屋
の
よ
う
に
、
村
内
に
二
軒
の
屋
敷
を
保
有
す
る

例
も
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
（
第
1
表
3
・
4
）
、
二
二
筆
分
の

屋
敷
地
す
べ
て
に
窯
が
併
設
さ
れ
て
い
た
と
ま
で
は
断
じ
難
い

が
、
そ
れ
で
も
分
布
の
状
況
か
ら
み
て
、
各
郡
に
少
な
く
と
も

一
箇
所
は
生
産
地
が
あ
っ
た
と
見
当
を
つ
け
る
こ
と
は
許
さ
れ

よ
う
。
複
数
の
土
師
器
工
人
が
ひ
と
つ
の
郡
内
に
居
住
し
て
い

た
事
例
が
確
実
に
み
と
め
ら
れ
る
の
で
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、

各
郡
に
数
軒
程
度
、
土
師
器
工
人
が
居
住
し
て
窯
を
設
け
て
い

た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
こ
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
、
製
品
の
供

給
圏
も
大
き
く
見
積
も
っ
て
せ
い
ぜ
い
一
郡
規
模
と
想
定
で
き

る
。
も
ち
ろ
ん
、
後
述
す
る
よ
う
に
高
知
平
野
一
帯
に
土
師
器

工
人
が
集
中
し
て
い
る
状
況
を
み
れ
ば
、
供
給
圏
は
排
他
的
に

展
開
し
て
い
た
も
の
で
は
な
く
、
複
数
工
人
の
製
品
が
競
合
す

る
地
域
も
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。

　
屋
敷
地
の
立
地
を
み
て
ゆ
く
と
、
高
知
平
野
や
各
河
川
の
中
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中世末期における土師器工人の存在様態（中井）

凡例
図中破線は原則として郷種の境界を示すが、煩雑さを

避けるために適宜省略したり、近代の町村境に代えた

箇所もある。また、膣敷地や給田、ホノギを示す記号は、　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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第2図　土佐国における土師器工人の分布（2）（土佐国中央部）

下
流
域
に
形
成
さ
れ
た
平
地
部
な
ど
、
そ
の
分
布

は
ほ
ぼ
標
高
五
〇
メ
ー
ト
ル
未
満
の
平
野
部
に
限

定
さ
れ
る
。
と
り
わ
け
、
長
岡
丸
岡
豊
周
辺
か
ら

高
岡
郡
東
部
に
か
け
て
の
平
野
部
に
工
人
の
分
布

が
集
中
す
る
。
付
近
の
介
良
庄
に
は
、
土
師
器
工

人
の
給
田
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
「
カ
ワ
ラ
ケ

田
」
の
ホ
ノ
ギ
名
が
～
一
筆
（
第
－
表
3
3
～
4
3
）

も
の
こ
っ
て
お
り
、
土
師
器
生
産
の
ひ
と
つ
の
中

心
地
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
定
さ
せ
る
。
土
師
器
の

原
料
と
な
る
粘
土
は
、
南
都
の
事
例
で
は
あ
る
が
、

田
畑
か
ら
粘
土
を
採
取
し
て
い
た
こ
と
が
『
大
乗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

院
寺
社
雑
事
記
隔
の
相
論
記
事
か
ら
わ
か
り
、
発

掘
調
査
で
も
三
条
町
や
西
の
京
（
秋
篠
川
沿
い
）

一
帯
で
、
土
器
生
産
の
た
め
の
土
取
り
穴
と
お
ぼ

し
き
方
形
土
坑
群
の
検
出
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て

　
⑬
い
る
。
土
佐
で
も
同
様
の
粘
土
調
達
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
た
と
み
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
水
田
の

多
い
平
野
部
に
工
人
の
屋
敷
地
、
す
な
わ
ち
生
産

地
が
集
中
す
る
こ
と
は
十
分
に
首
肯
で
き
る
。
も
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ち
う
ん
、
そ
れ
以
前
の
問
題
と
し
て
、
人
口
密
度
の
高
い
平
野
部
で
製
品
の
需
要
が
大
き
か
っ
た
こ
と
も
重
要
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
が
、

『
地
検
帳
馳
か
ら
は
、
高
知
県
北
部
の
山
間
部
に
お
い
て
も
多
数
の
人
び
と
が
住
ん
で
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
当
然
、
山
間
部
に
住
む
彼

ら
も
生
活
の
な
か
で
＝
疋
量
の
土
師
器
を
必
要
と
し
た
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
需
要
を
満
た
す
べ
く
山
間
部
に
工
人
が
定
住
し
土
師
器
を
生
産

し
て
い
た
状
況
は
史
料
か
ら
は
ま
っ
た
く
確
認
で
き
な
い
。
土
師
器
生
産
の
痕
跡
が
ホ
ノ
参
詣
に
も
の
こ
っ
て
い
な
い
点
や
、
土
佐
以
外
の
事

例
か
ら
類
推
し
て
も
、
自
家
生
産
の
よ
う
な
か
た
ち
で
あ
っ
た
と
も
考
え
に
く
い
。
考
古
資
料
に
よ
る
検
証
を
経
る
必
要
が
あ
る
が
、
山
間
部

の
人
び
と
は
、
平
野
部
の
村
々
と
の
交
易
と
い
う
方
法
で
必
要
な
量
の
土
師
器
を
入
手
し
て
い
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。
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（
三
）
　
土
師
器
工
人
の
居
所
と
窯

　
各
部
に
最
低
一
箇
所
程
度
の
頻
度
で
土
師
器
工
人
の
居
住
地
（
生
産
地
）
が
み
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
で
は
生
産
を
お
こ
な
っ
て
い

た
場
所
の
景
観
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
『
地
検
帳
』
の
登
録
順
序
に
注
目
し
て
、
こ
の
問
題
を
つ
ぎ
に
検
討
し
て
み
た

い
。　

『
地
検
帳
隔
を
み
る
と
、
田
畑
が
連
続
し
て
登
録
さ
れ
る
な
か
に
屋
敷
地
の
記
録
が
あ
ら
わ
れ
る
事
例
が
大
半
で
あ
る
。
検
地
の
実
施
や
帳

簿
へ
の
登
録
は
、
地
区
や
道
路
に
沿
っ
て
、
あ
る
程
度
順
序
だ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
記
載
の
状
況
は
す
な

わ
ち
、
平
野
部
の
農
村
に
お
い
て
、
田
畑
に
囲
ま
れ
た
な
か
に
小
集
落
が
点
在
し
、
そ
の
な
か
の
一
軒
に
工
人
が
住
み
、
土
師
器
を
製
作
し
て

い
た
と
い
う
景
観
を
容
易
に
想
像
さ
せ
る
。
す
な
わ
ち
、
住
居
が
散
開
す
る
農
村
集
落
の
な
か
で
土
師
器
工
人
が
居
住
し
、
屋
敷
に
窯
を
設
け

て
製
品
を
作
っ
て
い
た
と
い
う
あ
り
方
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
と
は
ま
っ
た
く
対
照
的
に
、
大
名
や
国
人
領
主
の
城
下
町
と
い
う
よ
う
な

屋
敷
が
集
住
す
る
場
で
土
師
器
工
入
が
居
住
し
、
生
産
に
携
わ
っ
て
い
た
徴
証
を
示
す
史
料
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
第
一
に
指
摘
で
き
る
の
は
、
「
土
器
那
左
衛
門
」
（
第
－
表
2
5
～
2
8
）
や
「
土
器
」
（
名
不
詳
、
第
1
表
鵬
・
悩
）
の
よ
う
に
、
「
新
市
」
や
「
申

村
」
と
い
っ
た
町
に
居
住
す
る
事
例
だ
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
給
人
の
補
足
情
報
と
し
て
注
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
『
地
検
帳
蜘
の
成
立
時



中世末期における土師器工：人の存在様態（中井）

第2表　集住性の高い場に土師器工人が居住する事例

番号

i第1表）
所在地 ホノギ名 等級 規模 備考

1 3 安芸郡井尾喜村 井尾喜ノ浜西 下々 1段49代2歩 「井尾喜古城」の膝下か

2 4 安芸郡井尾喜村 醒ノ岡ノ束 下 19代3歩 r東有井土贋屋敷」の近くか

3 24 香美郡上田村 カリヤ 中 44代 田村城下

4 44 長岡郡大津郷 土群ヤシキ 中 40代
付近に正祐寺。門前集落か。別

l（太郎左籍門）保有

5 51 長岡軍廿枝郷 古市 下 鍛13代3歩 「国分之古市」

6 66 土佐郡朝倉庄朝倉土居東村 地頭分ノ後 中 2段5代 「地頭分」、23軒ならぶ集落

7 71 吾胴lil長浜村中閣 ツルタノ西 下 1段3勺
「ツルタ」周辺に王子権現。51

ｬほどの集落

8 80 箸川郡弘岡中之島・上之村 サノヤシキ 下 1段4代1勺 「市ノ外屋敷」

9 136 高岡郡甲原村太掛内 土器ヤシキ 中 1段3代 名主屋敷に隣接、来迎寺領か

期
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
前
者
は
大
高
坂
と
考
え
ら
れ
る
。
大
高
坂
は
長
宗
我
部
氏
に
よ
っ
て

築
か
れ
、
の
ち
に
高
知
と
改
称
さ
れ
て
土
佐
藩
の
政
庁
が
お
か
れ
た
城
下
町
で
あ
り
、
中
村

は
も
と
…
条
氏
の
城
下
町
と
し
て
成
立
し
、
つ
づ
く
長
宗
我
部
氏
や
山
内
氏
の
治
世
下
で
も

幡
多
郡
支
配
の
拠
点
と
し
て
存
続
し
た
町
で
あ
る
。
大
高
坂
城
下
町
は
一
括
し
て
名
請
さ
れ

て
い
る
た
め
、
個
々
の
市
屋
敷
の
保
有
者
ま
で
記
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
中
村
に
居
住
し

た
土
師
器
工
人
は
実
名
が
不
明
で
あ
る
た
め
に
、
残
念
な
が
ら
こ
れ
以
上
の
特
定
は
不
可
能

で
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
検
地
実
施
時
点
に
お
い
て
機
能
し
て
い
た
城
下
町
に
土
師
器
工
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

が
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
み
て
ま
ち
が
い
な
い
。

　
第
二
は
、
城
下
町
と
い
う
ほ
ど
の
規
模
と
は
い
い
が
た
い
も
の
の
、
相
当
数
の
屋
敷
が
か

た
ま
っ
て
建
ち
な
ら
ぶ
集
住
性
の
高
い
場
の
一
角
に
土
師
器
工
人
が
居
住
し
た
事
例
だ
。
ホ

ノ
餌
採
や
『
地
検
隠
岩
の
記
載
状
況
か
ら
確
実
に
そ
れ
と
判
断
で
き
る
事
例
を
抽
出
し
た
の

が
第
2
表
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
詳
し
く
み
て
ゆ
く
と
、
お
お
よ
そ
二
種
類
に
細
分
で
き
る
。

ひ
と
つ
は
、
長
宗
我
部
氏
の
土
佐
統
一
以
前
に
割
拠
し
た
国
人
領
主
の
拠
点
や
市
場
と
し
て

発
展
し
て
い
た
集
落
と
、
寺
社
の
門
前
町
と
い
う
べ
き
よ
う
な
場
に
居
住
が
確
認
で
き
る
事

例
だ
。
土
佐
国
の
こ
う
し
た
集
落
群
を
検
討
し
た
松
本
豊
寿
の
設
定
し
た
用
語
に
な
ぞ
ら
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

る
な
ら
ば
、
前
者
は
戦
国
期
「
領
主
集
落
」
や
「
市
場
集
落
」
に
該
当
し
よ
う
か
。
こ
れ
ら

は
土
佐
統
｝
以
前
の
国
人
領
主
の
支
配
下
で
、
「
地
域
社
会
の
経
済
的
核
た
る
立
地
条
件
を

保
有
」
し
て
い
た
が
、
大
高
坂
（
高
知
）
の
よ
う
な
近
世
城
下
町
の
成
立
に
よ
っ
て
そ
の
機

能
が
吸
収
さ
れ
つ
つ
も
完
全
に
は
消
滅
せ
ず
、
時
に
本
城
…
支
城
の
よ
う
な
補
完
的
関
係
を
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⑯

保
っ
て
「
城
下
町
の
下
部
商
圏
」
へ
転
換
し
て
い
っ
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。
安
芸
郡
の
二
例
（
第
2
表
1
・
2
）
は
、
帳
簿
の
前
後
に
屋
敷

地
が
ま
と
ま
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
「
古
城
」
や
「
土
居
屋
敷
」
と
い
っ
た
、
領
主
の
城
館
を
示
す
ホ
ノ
ギ
名
が
近
接
す
る
記

録
に
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
城
館
の
周
囲
に
屋
敷
地
が
一
定
量
集
中
し
、
そ
の
一
軒
に
土
師
器
工
人
が
居
住
し
て
い
た
と
い
う
景
観
を
想
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

せ
る
。
土
佐
統
一
以
前
に
こ
の
地
に
拠
点
を
お
い
た
国
人
伊
尾
木
氏
の
有
井
城
の
膝
下
に
該
当
し
よ
う
。
先
の
大
高
坂
や
同
村
と
比
べ
れ
ば
規

模
の
相
違
は
歴
然
で
あ
る
が
、
国
人
領
主
の
も
と
に
複
数
の
職
人
が
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
居
住
し
て
い
た
な
か
に
土
師
器
工
人
が
含
ま
れ
て
い
た

こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
香
美
郡
の
例
（
第
2
表
3
）
は
、
土
佐
守
護
代
細
川
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
田
村
城
の
膝
下
に
あ
た
る
が
、
南
北
朝

時
代
末
期
に
築
か
れ
た
と
す
る
伝
承
に
信
を
置
く
な
ら
ば
、
室
町
時
代
か
ら
つ
づ
く
集
落
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
第
2
表
6
は
『
地
検

帳
匝
の
記
録
の
配
置
か
ら
み
て
、
本
山
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
朝
倉
城
下
「
町
ヤ
シ
キ
」
に
近
接
し
た
地
区
と
思
わ
れ
る
。
「
地
頭
分
」
と
い
う

ホ
ノ
ギ
に
は
二
三
筆
に
わ
た
っ
て
屋
敷
地
が
連
続
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
朝
倉
城
下
町
と
の
関
係
は
明
確
に
し
が
た
い
が
、
城
下
町
そ
の
も

の
で
は
な
く
と
も
、
そ
れ
に
近
似
し
た
集
住
性
の
高
い
地
区
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
か
ろ
う
。
朝
倉
城
は
俗
に
土
佐
七
雄
と
も
呼
ば
れ
た
有
力
国

人
本
山
氏
の
拠
点
で
、
本
山
氏
滅
亡
後
、
長
宗
我
部
氏
に
よ
る
大
高
坂
城
下
町
の
建
設
に
あ
た
っ
て
移
転
し
、
「
古
市
」
と
な
っ
た
と
考
え
ら

　
　
　
⑱

れ
て
い
る
。

　
第
2
表
5
・
8
は
、
城
館
と
の
具
体
的
な
関
係
は
不
明
瞭
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
市
町
と
し
て
の
性
格
が
つ
よ
く
認
め
ら
れ
る
事
例
で
あ

る
。
前
者
は
長
宗
我
部
氏
の
居
城
岡
豊
城
の
近
く
、
「
国
分
乃
古
市
」
と
呼
ば
れ
た
地
区
で
、
東
西
方
向
の
街
路
の
南
北
に
二
九
筆
の
屋
敷
地

　
　
　
　
　
　
　
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
戦
国
時
代
以
前
か
ら
す
で
に
成
立
し
て
い
た
国
分
寺
の
門
前
市
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
後
者
は
小

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

林
健
太
郎
の
復
原
研
究
に
よ
り
詳
細
な
位
置
関
係
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
「
市
屋
敷
」
（
弘
岡
市
）
は
、
南
北
に
は
し
る

道
路
に
沿
っ
て
「
東
ノ
町
」
二
七
筆
、
「
西
町
」
二
四
筆
の
屋
敷
地
が
建
ち
な
ら
ぶ
。
さ
ら
に
「
東
ノ
町
」
に
境
を
接
し
つ
つ
も
区
別
さ
れ
た

村
落
と
し
て
、
「
市
ノ
外
廓
敷
」
】
四
温
の
屋
敷
地
が
建
ち
な
ら
び
、
「
土
器
」
（
土
器
孫
六
か
V
の
保
有
す
る
崖
敷
地
は
こ
の
｝
角
に
あ
た
る
。

職
人
の
居
住
は
、
東
ノ
町
・
西
町
地
区
で
番
匠
（
三
筆
）
、
漆
、
大
鋸
（
二
筆
）
、
桶
、
素
麺
師
の
居
住
が
確
認
で
き
る
の
に
対
し
、
外
屋
敷
地
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区
で
は
土
師
器
工
人
し
か
み
ら
れ
な
い
。
小
林
は
こ
の
「
弘
岡
市
」
を
長
宗
我
部
元
親
の
野
営
に
あ
た
る
告
尊
親
貞
が
入
部
し
た
永
禄
六
（
一

五
六
三
）
年
ご
ろ
に
成
立
し
、
堂
上
が
蓮
池
城
（
高
岡
郡
）
に
移
っ
た
天
正
年
間
以
降
、
高
岡
や
大
高
坂
へ
人
々
が
移
転
し
て
い
っ
た
結
果
、
衰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

退
を
迎
え
た
と
推
定
し
て
い
る
。
東
ノ
町
・
西
町
と
外
屋
敷
の
区
別
が
成
立
時
期
の
違
い
に
由
来
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
ほ
か
の
要
因
に

よ
る
も
の
か
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
ひ
と
く
ち
に
市
町
と
い
っ
て
も
、
夷
堂
と
い
う
町
の
信
仰
の
中
心
と
な
る
施
設
を
有
す
る
東
西
町
の

中
枢
地
区
で
は
な
く
、
そ
の
外
縁
に
あ
た
る
場
に
土
師
器
工
人
が
屋
敷
を
構
え
た
～
例
で
あ
る
こ
と
は
確
実
に
指
摘
で
き
よ
う
。

　
さ
ら
に
同
様
の
事
例
と
し
て
、
第
2
表
に
は
掲
げ
な
か
っ
た
が
、
「
土
器
早
良
左
衛
門
」
の
事
例
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
高
岡
郡
高
岡
村

に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
一
筆
の
屋
敷
地
と
田
地
を
保
有
す
る
人
物
で
あ
る
が
（
第
－
表
1
2
・
1
4
）
、
神
出
「
高
岡
市
ヤ
シ
キ
」
の
「
立
町
北
ノ
丁
」

で
七
〇
代
一
歩
の
屋
敷
地
に
居
住
す
る
人
物
に
「
七
良
左
衛
門
」
の
名
が
み
え
る
。
こ
の
「
高
岡
市
ヤ
シ
キ
」
は
も
と
も
と
国
人
大
平
氏
の
蓮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

池
城
下
町
に
起
源
を
も
ち
、
検
地
時
点
で
は
「
古
市
」
と
な
っ
て
高
岡
へ
市
場
機
能
が
移
転
し
て
い
た
市
町
で
あ
る
。
『
地
検
帳
』
に
よ
れ
ば
、

南
町
・
立
町
・
横
町
で
構
成
さ
れ
、
紺
屋
、
針
屋
、
砥
師
、
鍛
治
、
細
工
、
紺
屋
と
い
っ
た
職
人
の
集
住
が
確
認
で
き
る
。
職
人
の
集
住
が
顕

著
な
状
況
か
ら
う
か
が
う
に
、
こ
の
七
良
左
衛
門
は
「
土
器
早
良
左
衛
門
」
と
同
　
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
る
が
、

職
人
に
す
べ
て
職
種
を
注
記
す
る
「
市
ヤ
シ
キ
」
の
帳
簿
の
な
か
で
こ
の
人
物
の
み
注
記
を
欠
い
て
お
り
、
確
実
な
比
定
に
は
な
お
問
題
が
の

　
⑭
こ
る
。

　
最
後
に
、
領
主
よ
り
も
む
し
ろ
、
位
置
関
係
か
ら
寺
社
と
の
関
連
が
つ
よ
く
想
定
で
き
そ
う
な
事
例
と
し
て
、
第
2
表
4
・
7
を
指
摘
し
て

お
き
た
い
。
い
ず
れ
も
屋
敷
地
が
建
ち
な
ら
ぶ
な
か
に
隣
接
し
て
相
当
の
規
模
の
寺
院
や
神
社
が
あ
り
、
門
前
町
の
よ
う
な
景
観
が
う
か
が
わ

れ
る
集
落
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
も
第
2
表
に
は
掲
載
し
て
い
な
い
が
、
第
－
表
の
5
3
～
5
5
・
㎜
・
鵬
に
は
「
一
宮
」
を
冠
す
る
土
師
器
工
人

が
み
え
る
。
一
宮
と
は
土
佐
国
　
宮
で
あ
る
土
佐
神
社
を
指
し
、
　
筥
村
が
門
前
集
落
と
し
て
発
達
し
た
経
緯
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
こ
れ
も
同
様

の
事
例
と
指
摘
で
き
よ
う
。
な
お
、
寺
社
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
ほ
か
の
ホ
ノ
ギ
名
の
検
討
も
含
め
て
次
章
で
あ
ら
た
め
て
検
討
す
る
。
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

も
あ
れ
、
寺
院
に
貢
納
す
る
土
器
座
と
し
て
工
人
が
組
織
化
さ
れ
た
南
都
の
事
例
や
、
寺
社
に
お
い
て
相
当
量
の
土
師
器
が
定
期
的
に
消
費
さ
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だ　れ
。　て

　　い
　　た
　　こ
　　と
　　を
　　想
　　起
　　す
　　る
　　な
　　ら
　　ば⑳
　　　1

（
四
）
　
小

先
に
指
摘
し
た
城
下
町
や
領
主
集
落
に
居
住
す
る
場
合
と
は
別
の
あ
り
方
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
そ
う

括

18　（510）

　
以
上
、
論
点
が
多
岐
に
わ
た
り
、
や
や
煩
雑
と
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
あ
ら
た
め
て
土
師
器
工
人
の
屋
敷
地
の
分
布
か
ら
わ
か
る
こ
と
を
整
理

し
て
お
き
た
い
。

　
実
名
ま
で
記
さ
れ
て
い
な
い
史
料
も
多
い
た
め
に
、
具
体
的
な
人
数
の
把
握
に
は
難
を
の
こ
す
が
、
土
師
器
工
人
は
土
佐
国
に
お
い
て
、
少

な
く
と
も
各
郡
に
一
人
は
居
住
し
て
い
た
と
み
て
ま
ち
が
い
あ
る
ま
い
。
窯
を
自
分
の
住
居
内
か
そ
の
近
辺
に
築
い
て
い
た
近
世
京
都
の
事
例

を
あ
て
は
め
れ
ば
、
こ
れ
は
生
産
地
の
分
布
と
ほ
ぼ
同
じ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
確
認
で
き
る
居
住
地
は
ほ
ぼ
平
野
部
に
限
定
さ
れ
る
。
こ

れ
は
お
そ
ら
く
、
人
口
が
多
い
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
水
田
地
帯
で
獲
得
で
き
る
粘
質
土
を
原
料
に
生
産
を
営
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
こ
う
し
た
土
師
器
工
人
た
ち
の
大
半
は
、
い
わ
ゆ
る
農
村
的
な
風
景
の
な
か
で
居
住
し
、
生
産
を
お
こ
な
っ
て
い
た
が
、
戦
国
時
代
に
な
っ

て
台
頭
す
る
国
人
領
主
の
城
下
や
、
寺
社
の
門
前
、
中
世
以
来
の
市
場
と
い
っ
た
、
町
と
い
う
べ
き
集
住
性
の
高
い
集
落
に
居
住
し
て
い
た
者

も
あ
っ
た
。
平
野
部
に
偏
る
土
師
器
工
人
の
分
布
を
考
え
る
な
ら
ば
、
土
師
器
が
単
な
る
自
給
自
足
的
に
消
費
さ
れ
る
製
品
で
は
な
く
、
交
易

と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
、
お
そ
ら
く
は
一
驚
程
度
の
規
模
で
流
通
し
て
い
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
加
え
て
、
農
村
と
町
と
い
う
二
種
類

の
居
住
様
態
が
確
認
で
き
る
点
は
、
平
入
が
「
土
器
屋
」
と
呼
ば
れ
た
こ
と
も
含
め
、
こ
の
よ
う
な
土
師
器
生
産
に
お
け
る
商
業
的
側
面
の
表

徴
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

①
　
横
川
末
吉
噸
長
宗
我
部
地
検
帳
の
研
究
隔
、
高
知
布
立
市
民
図
書
館
、
　
～
九
六

　
一
年
。
ま
た
、
平
井
上
総
『
長
宗
我
部
氏
の
検
地
と
権
力
構
造
』
、
校
倉
書
房
、

　
二
〇
〇
八
年
。

②
本
稿
と
関
連
す
る
範
囲
に
お
い
て
、
管
見
に
ふ
れ
た
も
の
を
掲
げ
て
お
く
。
横

　
川
末
吉
『
大
塔
庄
の
研
究
㎞
、
高
知
市
立
怪
物
図
書
館
、
～
九
五
九
年
、
山
本
大

　
㎎
長
宗
我
部
元
親
輪
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
〇
年
、
同
『
土
佐
中
世
史
の
研
究
㎞
、



中世末期における土師器工人の存在様態（中井）

　
高
知
市
立
市
民
豊
門
館
、
　
一
九
六
七
年
、
同
『
土
佐
長
宗
我
部
氏
』
（
戦
国
史
叢

　
書
入
）
、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
七
四
年
、
平
井
前
掲
註
①
文
献
、
津
野
倫
明

　
『
長
宗
我
部
氏
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
＝
～
年
な
ど
。
ま
た
、
城
下
町

　
な
ど
の
復
原
を
隔
心
と
し
た
歴
史
地
理
学
的
研
究
と
し
て
は
、
松
本
豊
寿
『
城
下

　
町
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
』
（
増
補
版
）
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
七
年
、
小
林
健

　
太
郎
㎎
戦
国
城
下
町
の
研
究
㎞
、
大
明
堂
、
一
九
八
五
年
な
ど
。

③
地
検
帳
の
記
載
内
容
に
ふ
れ
た
考
古
学
的
検
討
の
先
行
研
究
と
し
て
、
岡
本
健

　
児
の
小
論
が
あ
げ
ら
れ
る
。
周
本
健
児
噸
土
佐
神
道
考
古
学
㎞
、
高
知
県
神
社
庁
、

　
一
九
八
七
年
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
高
知
県
の
さ
ま
ざ
ま
な
考
古
学
的
ト
ピ
ッ
ク
を

　
紹
介
す
る
連
載
の
小
論
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
『
地
検
帳
』
に
み
え
る
ホ
ノ
ギ
名
と

　
土
師
器
生
産
と
の
関
わ
り
や
、
現
在
の
地
名
と
し
て
の
こ
る
纂
例
な
ど
を
紹
介
し

　
た
も
の
で
、
土
師
器
生
産
そ
の
も
の
を
主
題
と
し
た
論
考
で
は
な
く
、
網
羅
的
な

　
検
討
が
な
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

④
横
川
、
平
井
前
掲
註
①
文
献
。

⑤
中
井
淳
史
「
土
器
の
名
前
一
中
世
土
師
器
の
器
名
考
証
試
論
…
」
噸
目
本
史
研

　
究
』
四
八
三
号
、
日
本
史
研
究
会
、
二
〇
〇
二
年
ハ
の
ち
中
井
前
掲
は
じ
め
に
註

　
①
文
献
に
所
収
）
。

⑥
松
田
直
則
「
高
知
県
に
お
け
る
中
世
土
器
の
様
相
…
一
五
、
一
六
世
紀
を
中
心

　
に
し
て
i
」
魍
中
近
世
土
器
の
基
礎
研
究
㎞
皿
、
日
本
中
世
土
器
研
究
会
、
一
九

　
八
七
年
、
池
澤
俊
幸
「
南
四
国
に
搬
入
さ
れ
た
中
世
土
器
・
陶
磁
器
と
海
運
｝

　
（
市
村
高
男
編
『
中
世
土
佐
の
世
界
と
一
条
流
町
、
高
志
書
院
）
、
二
〇
一
〇
年
、

　
中
井
前
掲
は
じ
め
に
註
①
文
献
な
ど
。
近
年
、
高
知
県
下
で
は
城
館
遺
跡
を
中
心

　
に
一
六
世
紀
前
後
の
資
料
の
蓄
積
が
す
す
み
つ
つ
あ
る
が
、
農
村
の
よ
う
な
場
の

　
事
例
は
い
ま
だ
十
分
と
は
い
い
が
た
い
。
池
澤
論
考
の
よ
う
に
、
陶
磁
器
な
ど
の

　
搬
入
品
に
も
と
つ
く
流
通
構
造
の
分
析
が
試
み
ら
れ
つ
つ
あ
る
が
、
地
元
で
生

　
産
・
消
費
さ
れ
た
土
師
器
の
様
相
の
考
古
学
的
整
理
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

⑦
な
お
、
土
器
に
か
ぎ
ら
ず
、
ひ
ろ
く
職
人
に
関
す
る
記
録
全
般
を
検
討
し
て
み

　
る
と
、
「
＊
＊
屋
」
と
爽
記
さ
れ
る
の
は
、
懲
鍋
屋
偏
「
樽
屋
」
「
木
屋
」
「
塗
屋
」

　
門
塩
屋
」
「
石
屋
」
「
酒
麗
扁
「
ハ
タ
ヤ
」
「
紺
屋
」
「
藍
屋
扁
「
カ
ミ
ヤ
」
の
一
一
例

　
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
う
ち
同
一
業
種
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
麗
」
を
持
た
な
い
表

　
記
が
併
存
す
る
例
は
「
塗
屋
」
（
塗
師
）
と
「
カ
ミ
ヤ
」
（
カ
ミ
ス
キ
）
だ
け
で
あ

　
つ
た
。

⑧
　
中
井
前
掲
は
じ
め
に
註
①
文
献
。

⑨
第
－
図
は
、
土
師
器
工
入
が
所
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
麗
敷
地
や
田
地
、
ま

　
た
土
師
器
生
塵
に
関
す
る
ホ
ノ
中
名
を
地
図
上
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

　
記
号
の
位
置
は
厳
密
な
場
所
を
反
映
す
る
も
の
で
は
な
く
、
検
地
実
施
当
時
の
郷

　
村
単
位
で
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
記
号
に
伴
う
数
掌
は
そ
れ
ぞ
れ
の
筆

　
数
を
示
す
。
真
中
の
破
線
は
原
則
と
し
て
検
地
当
時
の
郷
村
の
境
界
を
示
す
が
、

　
厳
密
な
比
定
が
難
し
い
場
合
や
煩
雑
に
な
り
す
ぎ
た
場
合
な
ど
、
近
代
の
町
村
境

　
に
代
え
て
適
宜
表
示
を
省
略
し
た
箇
所
も
あ
る
。

⑩
商
岡
郡
に
　
件
「
土
ト
リ
ハ
扁
と
い
う
ホ
ノ
ギ
名
が
記
さ
れ
た
畠
が
確
認
で
き

　
（
第
1
表
0
8
）
、
ほ
か
の
記
録
と
の
一
致
か
ら
土
師
器
工
人
と
考
え
ら
れ
る
「
市

　
介
」
が
相
職
を
保
有
し
て
い
る
。
畠
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
粘
土

　
の
採
取
地
で
あ
っ
た
と
み
て
ま
ち
が
い
な
か
ろ
う
。

⑪
島
田
貞
彦
門
山
城
幡
枝
の
土
器
」
『
考
古
学
雑
誌
』
第
二
一
巻
第
三
号
、
日
本

　
考
古
学
会
、
一
九
三
一
年
、
田
中
前
掲
は
じ
め
に
註
⑧
文
献
。

⑫
文
明
七
（
一
四
七
五
）
年
三
月
一
七
日
条
に
は
、
南
都
の
土
器
座
が
藥
師
寺
阿

　
弥
陀
院
の
所
有
す
る
田
地
で
粘
土
を
採
取
し
た
の
に
対
し
、
薬
師
寺
側
が
抗
議
し

　
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

⑬
山
川
均
・
岡
本
智
子
門
大
和
に
お
け
る
中
世
土
器
の
生
塵
」
『
績
文
化
財
學
論

　
集
』
、
文
化
財
学
論
集
刊
行
会
、
二
〇
〇
三
年
。

⑭
検
地
実
施
時
点
で
は
、
野
江
湾
の
突
端
に
位
照
す
る
浦
戸
に
城
が
築
か
れ
、
城

　
下
町
の
建
設
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
が
、
浦
戸
の
地
検
帳
に
は
職
入
と
し
て
樽
屋

　
（
た
だ
し
、
こ
れ
は
歯
群
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
）
、
鍛
治
が
み
え
る
程
度
で
、
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土
師
器
工
人
は
み
え
な
い
。

⑮
松
本
前
掲
註
②
文
献
。

⑯
　
松
本
前
掲
註
②
文
献
、
～
〇
六
買
。

⑰
山
本
前
掲
註
②
文
献
。

⑱
松
本
前
掲
註
②
文
献
な
ど
。

⑲
小
林
健
太
郎
は
、
南
北
方
向
と
東
西
方
向
に
は
し
る
二
つ
の
街
路
を
中
心
に
形

　
成
さ
れ
た
岡
豊
新
町
の
東
側
に
つ
づ
く
か
た
ち
で
国
分
古
布
が
展
開
し
て
い
た
と

　
想
定
し
て
い
る
。
小
林
健
太
郎
「
戦
国
大
名
長
宗
我
部
氏
の
城
下
岡
豊
の
市
町
」

　
『
史
林
』
六
一
巻
六
号
、
史
学
研
究
会
、
一
九
七
八
年
（
の
ち
同
『
戦
国
城
下
町

　
の
研
究
』
、
大
明
堂
、
一
九
八
五
年
）
。

⑳
『
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
㎞
三
九
巻
（
角
川
書
店
刊
、
～
編
入
六
年
）
所
収
の

　
「
国
分
古
市
」
の
項
に
よ
る
。

⑳
小
林
健
太
郎
「
戦
国
末
期
土
佐
国
に
お
け
る
地
方
的
中
心
集
落
－
吾
川
郡
広
岡

　
市
一
」
明
人
文
地
理
』
二
四
⊥
一
、
人
文
地
理
学
会
、
一
九
七
二
年
（
の
ち
、
同

　
『
戦
国
城
下
町
の
研
究
㎞
、
大
明
堂
、
一
九
八
五
年
）
。

⑫
周
辺
に
「
古
市
」
と
い
う
ホ
ノ
贈
名
が
の
こ
り
、
「
東
ノ
町
」
一
一
筆
、
「
西
ノ

　
町
」
六
筆
の
麗
敷
地
が
展
開
し
て
い
る
。
小
林
は
こ
れ
を
、
「
弘
岡
市
」
の
前
身

　
と
な
る
市
場
集
落
と
位
置
づ
け
、
こ
こ
か
ら
の
移
転
に
よ
っ
て
「
弘
岡
市
」
が
成

　
下
し
た
と
考
察
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
地
区
に
は
石
詰
と
番
匠
の
居
住
が
確
認

　
で
き
る
。

㊧
高
知
県
立
図
書
館
咽
長
宗
我
部
地
検
帳
高
岡
郡
上
の
一
』
解
説
、
一
九
六
三

　
年
、
ま
た
松
本
前
掲
註
②
文
献
、
小
林
前
掲
註
⑳
文
献
な
ど
。
な
お
、
難
池
城
下

　
は
、
蓮
池
郷
検
地
帳
に
は
讐
古
市
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
に
は
職
人
と

　
し
て
は
紺
屋
、
巧
、
番
匠
の
居
住
が
み
え
る
の
み
で
、
土
師
器
工
人
は
居
住
し
て

　
い
な
い
。

⑳
高
閾
郡
で
「
土
ト
リ
ハ
」
の
ホ
ノ
ギ
名
を
持
つ
畠
を
は
じ
め
と
す
る
三
筆
の
田

　
畑
を
所
有
す
る
「
（
土
〉
器
市
介
扁
も
、
「
高
岡
市
ヤ
シ
キ
」
内
に
壷
中
の
屋
敷
地

　
を
所
有
し
、
う
ち
一
軒
に
居
住
し
て
い
た
「
市
介
」
と
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性

　
が
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
そ
う
考
え
た
場
合
、
第
1
表
囑
の
史
料
に
み
え
る
「
朝

　
倉
二
ゐ
ル
」
と
い
う
表
記
と
矛
盾
す
る
。
土
佐
郡
朝
倉
村
の
検
地
帳
に
は
市
介
な

　
る
人
物
は
み
あ
た
ら
な
い
が
、
無
名
の
「
土
器
麗
」
に
該
当
す
る
可
能
性
も
考
え

　
ら
れ
る
し
、
ま
た
朝
倉
と
高
州
の
双
方
に
索
溝
を
持
ち
、
双
方
を
往
来
し
て
い
た

　
可
能
性
も
考
え
ら
れ
、
断
定
は
難
し
い
。

⑮
　
豊
田
武
下
座
の
研
究
』
、
吉
川
弘
文
館
、
～
九
八
二
年
。
脇
田
晴
子
『
日
本
中

　
世
商
業
発
達
史
の
研
究
』
、
御
茶
の
水
書
房
、
一
九
六
九
年
。
中
井
前
掲
は
じ
め

　
に
註
①
文
献
な
ど
。

⑳
　
中
井
前
掲
は
じ
め
に
註
①
文
献
。

⑳
脇
田
晴
子
は
、
中
世
前
期
の
土
器
生
産
に
関
連
し
て
同
業
村
落
の
形
成
を
示
唆

　
し
て
い
る
が
、
中
世
末
期
の
土
佐
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
そ
の
よ
う
な
集
住
的
な
あ

　
り
方
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
高
岡
郡
新
居
庄
の
検
地
帳
に
み
え
る
「
土

　
単
名
」
と
い
う
ホ
ノ
ギ
（
第
1
表
8
9
～
9
3
・
9
5
～
9
8
・
搬
・
鵬
・
鵬
～
㎜
）
は
、

　
あ
る
い
は
一
六
世
紀
以
前
に
そ
の
よ
う
な
集
住
が
存
在
し
て
い
た
痕
跡
と
評
価
す

　
る
余
地
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
と
は
い
え
、
検
地
時
点
に
お
い
て
は
所
有
者
が

　
か
な
り
変
わ
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ
の
時
期
に
は
脇
田
の
指
摘
す
る
よ
う
な

　
情
景
で
は
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
脇
田
龍
掲
は
じ
め
に
註
⑦
文
献
。
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二
　
田
地
の
保
有
状
況
か
ら
み
る
土
師
器
工
人
の
存
在
様
態

（
ご
　
　
土
師
器
工
人
の
保
有
田
地

中世末期における土師器工人の存在様態（中井）

　
前
章
の
検
討
に
よ
っ
て
、
土
佐
国
に
お
け
る
土
師
器
工
人
の
分
布
状
況
が
明
ら
か
と
な
り
、
一
国
規
模
に
お
け
る
土
師
器
生
産
地
の
数
や
規

模
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
あ
ら
た
め
て
第
－
表
を
一
瞥
し
て
も
わ
か
る
よ
う
に
、
彼
ら
土
師
器
工
人
は
屋
敷
地
の
ほ
か
に
田
畑
も
保
有
し
て
い

た
。
し
ば
し
ば
「
主
作
」
と
注
記
さ
れ
た
例
が
あ
る
よ
う
に
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、
土
師
器
を
製
作
す
る
か
た
わ
ら
、
農
業
に
も
従
事
し
て
い

た
こ
と
は
確
実
だ
。
い
わ
ば
、
半
農
半
工
と
い
う
べ
き
あ
り
方
こ
そ
が
土
師
器
工
人
の
生
業
の
基
本
的
な
様
態
で
あ
っ
た
。
と
す
る
な
ら
ば
、

つ
ぎ
に
問
題
と
な
る
の
は
、
彼
ら
が
ど
の
程
度
農
業
に
依
存
し
て
い
た
の
か
、
あ
る
い
は
彼
ら
の
田
地
は
い
っ
た
い
誰
か
ら
給
付
さ
れ
、
そ
れ

ら
を
ど
の
よ
う
に
経
営
し
て
い
た
の
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
整
理
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
域
社
会
に
お
け
る
土
師
器
工
人
の
位
置

づ
け
が
よ
り
明
瞭
に
な
る
は
ず
だ
。
本
章
で
は
、
か
か
る
問
題
関
心
か
ら
、
土
師
器
工
人
の
田
地
保
有
の
様
態
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
第
1
表
に
掲
げ
た
検
地
記
録
の
う
ち
、
実
名
が
明
ら
か
で
あ
る
事
例
や
、
そ
の
他
の
状
況
か
ら
判
断
し
て
同
一
人
物
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い

と
思
わ
れ
る
記
録
を
抽
出
し
、
整
理
し
た
も
の
が
第
3
表
で
あ
る
。
『
地
検
帳
協
に
は
土
師
器
工
人
の
実
名
ま
で
が
記
載
さ
れ
な
い
例
が
き
わ

め
て
多
く
、
す
べ
て
の
記
録
に
つ
い
て
そ
の
帰
属
を
解
明
す
る
こ
と
は
は
な
は
だ
難
し
い
。
田
地
が
屋
敷
地
と
同
じ
郷
村
内
に
あ
る
場
合
は
屋

敷
地
の
保
有
者
の
も
の
と
み
な
し
て
集
計
す
る
な
ど
、
判
断
の
詳
細
に
は
な
お
再
考
の
余
地
が
あ
る
こ
と
を
こ
と
わ
っ
て
お
き
た
い
。

　
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
土
師
器
工
人
二
一
名
の
田
地
保
有
状
況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
ず
全
般
的
な
傾
向
と
し
て
指
摘
で
き
る
の
は
、

彼
ら
の
保
有
す
る
田
地
の
等
級
は
中
・
下
が
多
く
、
上
田
が
少
な
い
点
で
あ
る
。
等
級
の
具
体
的
な
基
準
は
不
明
で
あ
る
が
、
収
穫
量
の
多
寡

に
よ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
か
ら
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
土
師
器
工
人
は
概
し
て
良
質
な
田
地
を
保
有
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
工
人
た
ち
の
保
有
す
る
田
地
の
面
積
も
ば
ら
つ
き
が
多
い
。
最
小
は
四
五
代
（
第
3
表
－
）
か
ら
最
大
は
七
段
三
八
代
五
歩
一
勺
（
第
3
表
21 （513）



第3表　土師．器工人の田地等保有状況

工人乳 所在地 保有渥敷地 保有田畑 状況 備考

【 土器（実名不詳） 安芸偲安蘇庄安田浜 中　40代 論

安芸孫安言霊安田浜 中　45代 鉛

2 土器犀（実名不詳） 安笈瀬井尾轡幽幽羅轟 下々　乳劇9代2歩 給

安芸醐樟碍甘井羅喜 下　19代3歩 給

安芸郡井尾轡付田所 下　3代2歩 給

3 土膨両金 安悪酔和食庄中内 下　48代1歩 給

安芸郡和食下分草田材西分 中22代1勺 知

安芸郡和氏下分軍田村西分 上27代1歩 掴 八幡領

安芸邸和食下分草田村西分 上　38代2歩 捕 八幅領

安芸瓢租食下労草田柑 上　⑳代3歩 給

喋 土器介大夫 香美邸大潮庄王子村 下々　！段L3代 給 土器田

香美郡夜須庄 上　1段U代1狗勺 籍 カワラケ田

5 土器（屋）那左衛門 香風郡岩村郷徳松村 中　1段 給

〔新市庄） 香美郡岩村郷福田村 ～　戦LO代 ．給

香美邸岩村郷神遍寺北代村 中　40代 給

香艶邸岩村身重本村 下　澱10代4歩 給

6 土器屋〔実名不直判 長岡澗卜遺憾古市 下椴13代3歩 給 3軒分

豊岡郡出盧躯 川原　4段 飴

長岡郡廿梗郷 中　23代3歩 給 桑名分

長岡郡骨技蝿 中　1段2歩 拍7
7 土器九郎兵衛 長岡郡江村郷半舷ノ村 ア　1馳2℃4’ 給

長岡郡江村郷半川毒村 中　49代1勺 拍 八糟領

長岡郡江村郷大谷ロノ村 下　聖跡34代2歩 拍 八幡土器田

8． 土器麗九躯左衛門 長岡郡江材料八幡村 中2段i8‘や歩 拍 八幡籏

畏岡郡江村郷八幡村 下3代1歩 拍 小野民部丞給

長岡郡江村郷八幡付 中　暇49代2歩1勺 給

9 土器二更日 土佐郡朝倉庄朝里土居東村 中． Q段就
土佐郡朝倉庄朝倉村 申　1段8代4歩1勺 鵜

土佐郡朝倉庄朝倉村 下　9代2歩 給

土佐郡朝愈庄朝倉村 下　14代三眠 給

土佐郡朝倉庄朝倉材 中．．3段33代 給

10 土器善四良 高岡郡還池村編摂 中　1段8代ユ歩 給

（朝魯住｝ 高岡郡高岡村上分 下国　40fヒ3舞 給
高岡郡蓮池村涌後 下1段a〕代25歩 給

高岡郡運池村ロ田 上1段15代2歩 給

高岡郡速池村白土 下30代25歩 給

H 土器神．介 吾用郡畏浜村中西 下　1段き袴 給

星川郡長浜村スクミ 下々山畠　12代 拍 散阻分

毘 土羅治部 吾川郡喜劇翼響応瀬 上出田　40代正歩 ．給

習川郡仲村中年津賀西分マスイノ村 中　1段釧）代5歩1勺 給

賢川郡仲村郷耳掛賀西分マスイノ村 上　39代1勺 給

膏別室5仲村郷韻6津賀西分マスイノ村 中　1段19代1歩1勺 棲息 和田左馬上地

吾川邸仲村煙嵐津賀西分 上　3段7代工歩1勺工合 給

菩川郡仲村郷窮泄裁量分吉原村 中　37代 紛

↓3． 土器孫六 髄脳郡弘岡中之村・上之村新在家 下．套灘奪1勺 給

蛭川郡弘岡中之村・上之村アナカマ ．中畠．椴言7代3弊 給

！｝川郡弘岡下村 ．中野31鯉歩1勺塗 給

吾川郡弘岡下翼穏禦 上々　1段9叱2歩1ゐ 給

工4 土器屋九郎兵南 窩岡郡新思料 上1段43代 給

高岡聖蹟贋庄 下畠　3き代 給

高岡郡新居庄 切畑　匪6代4歩 給

高岡郡新居暮しは村 中昂　：段10代4歩 相 土器名

高岡郡新冊暮しは村 下畠　夏段 拍 土器名

山5 土器鱗介 晦岡郡高岡本郷 下々　！段5代 給

（朝倉住） 高岡郡高岡村 上畠　48代1歩1勺 給加 土トリハ

高岡郡高岡村 上畠　互段5代 給

且6 土器七郎左衡門 高岡郡趨岡村上分 上42代5歩 給

高岡郡高岡村上分 ．よ．！段21代4歩 給

i7 一宮土器与七良 喪岡郡江村郷潴原ノ村 下　3段7代4歩
（一宮住》 高岡郡遅池村永見 下　49　1際 給

高岡郡遮池村椎木和田

幽
給

高岡郡巡池村踏切 下　30代 給

商岡郡紅鱒村罵場 下　37代1歩 給

里8 土器〔案名不詳1 諾岡郡甲原村太川内 ¥工殺3代 給

高岡邸甲原村太川内 下． U代 給

高岡郡甲原村紳谷 ．中3零代3歩 給

高岡郡甲原村太川内 下　L4代5歩 給

高．岡郡甲原村太川内 切畑　25代 給

高岡郡甲原村太川内 下々　8代 給

高岡獺甲原村太川内 中　2段27代1歩 給

高岡郡甲原村太川内 下　工段41代 給

19 土器〔属名不静） 高岡郡度賀野庄度賀野村 中　1段3代1歩 給 屋敷田

高岡郡度賀野庄応唱野村 中　1段工7代2歩 担 愛宕領

高岡瓢度賀南庄度賀野村 下　1段39代 給

高岡郡度賀体調度賀野村 上　1段24代 給

高岡郡古賀野層累賀野村 中　2設3代3歩1勺 給

高岡郡度賀野庄山瀬縁 下　1段5代 給

盟｝． 中村ノ；ヒ器 幡多郡大方郷 下　34代 給

幡多郡火方郷

幽
給

幡多邸大方蝿

型
給

幡多郡大方郷 下　L段45代3歩内 給

幡多儲申村郷安登村 下畠　1段15代3歩 給

幡多郡森沢村 1 給

21 カモチ土器 幡多郡入野郷胞持村 下　27代 分

幡多郡入野郷鹿持甘

巡
給

幡多郡入野郷二二村

巡
給

注：網カケは主居・主作の明記があるもの、下線は他人へ請け負わせた田地を表す
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中世末期における土師器工人の存在様態（中井）

！
9
）
と
、
実
に
九
倍
弱
の
差
が
あ
る
。
確
実
性
が
よ
り
高
い
と
思
わ
れ
る
実
名
が
記
載
さ
れ
た
例
に
し
ぼ
っ
て
み
て
も
、
「
土
器
介
大
夫
」
の

二
段
二
四
代
　
歩
一
勺
（
第
3
表
4
）
か
ら
「
中
村
ノ
土
器
偏
の
六
段
四
〇
代
一
勺
（
第
3
表
2
0
）
と
、
三
倍
近
い
差
が
み
ら
れ
る
。
保
有
田
地

の
面
積
に
き
わ
だ
っ
た
傾
向
は
み
と
め
が
た
い
が
、
い
ず
れ
も
共
通
す
る
の
は
、
「
主
作
」
す
な
わ
ち
工
人
自
ら
が
工
作
す
る
田
地
と
、
作
職

を
他
人
に
与
え
て
耕
作
さ
せ
た
田
地
の
双
方
が
み
ら
れ
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
第
－
表
鵬
～
以
の
「
土
器
作
」
を
み
れ
ば
、
逆
に
他
人
の
田
地
を

請
作
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
作
職
に
は
当
然
な
が
ら
一
定
の
得
分
が
あ
っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
彼
ら
は
半
農
半
工
で
あ
っ
た
と
同
時
に
、
中
間
収

取
者
と
し
て
の
側
面
も
持
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
主
作
と
さ
れ
る
土
地
は
お
お
よ
そ
三
段
前
後
に
ま
と
ま
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
が
、
保
有
田
地
に
お
け
る
捌
合
を
み
る
と
千
差
万
別
だ
。
「
主

作
」
表
記
は
担
当
し
た
検
地
役
人
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
る
よ
う
で
、
そ
の
た
め
に
や
や
確
実
さ
を
欠
く
が
、
い
く
つ
か
の
事
例
を
み
て
み

よ
う
。
た
と
え
ば
＝
宮
土
器
与
七
良
」
（
第
3
表
1
7
）
は
六
段
一
ご
二
代
の
う
ち
二
段
二
八
代
一
歩
の
田
地
の
耕
作
を
他
人
に
請
負
わ
せ
て
お
り
、

そ
の
割
合
は
四
割
弱
に
お
よ
ぶ
。
一
方
で
、
朝
倉
に
住
し
た
「
土
器
善
四
良
」
（
第
3
表
1
0
）
は
四
段
六
代
四
歩
の
田
地
の
八
割
ほ
ど
を
自
作
し

て
い
る
し
、
逆
に
「
カ
モ
チ
土
器
」
（
第
3
表
2
1
）
は
二
段
七
代
の
田
地
の
七
割
半
を
他
人
に
請
負
わ
せ
る
な
ど
、
自
ら
の
耕
作
に
よ
る
収
入
へ

の
依
存
度
は
こ
れ
ま
た
工
人
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
一
定
の
傾
向
は
み
い
だ
し
に
く
い
。
大
高
坂
新
市
に
住
ん
で
い
た
「
土
器
那
左
衛

門
」
（
第
3
表
5
）
の
事
例
は
不
明
で
あ
る
が
、
中
村
町
に
住
ん
で
い
た
「
中
村
ノ
土
器
偏
の
場
合
、
他
人
に
耕
作
を
請
負
わ
せ
た
田
地
は
全
体

の
半
分
程
度
で
あ
る
。
前
章
で
指
摘
し
た
農
村
か
町
か
と
い
う
居
住
地
の
違
い
と
、
農
業
へ
の
依
存
度
の
間
に
も
ま
た
明
確
な
関
係
は
み
い
だ

せ
な
い
。

　
次
に
、
保
有
す
る
田
地
と
屋
敷
地
と
の
距
離
関
係
に
留
意
し
て
み
よ
う
。
第
3
表
の
ほ
と
ん
ど
の
事
例
は
、
屋
敷
地
と
同
じ
郷
村
か
、
せ
い

ぜ
い
そ
れ
に
隣
接
す
る
郷
村
の
範
囲
内
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。
近
世
・
近
代
以
降
に
再
編
さ
れ
て
成
立
す
る
郷
村
に
対
応
さ
せ
る
と
い
ず
れ
も

同
一
村
内
と
な
る
。
ホ
ノ
地
名
だ
け
で
は
田
地
の
旦
馬
体
的
な
位
置
特
定
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
郷
村
の
大
き
さ
か
ら
判
断
す
れ
ば
せ
い
ぜ
い
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

径
一
キ
ロ
前
後
の
範
囲
を
超
え
る
も
の
は
な
く
、
～
日
の
農
作
業
で
十
分
巡
回
で
き
そ
う
な
距
離
の
な
か
に
、
田
地
を
保
有
し
て
い
た
状
況
が
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第4表土師器生産に関連すると思われるホノギ一覧

郡名 ホノギ名（郷村）

安芸郡 土器ヤシキ（安田庄安田浜）

香美郡
土器田（大黒荘王子村）、カワラケテン（山田郷韮生谷）、土器田（香宗分遠崎）、

Aスカノ宮土器国（大忍庄苅屋村）

長岡郡

土器田（介良庄）、土器ヤシキ（大津郷）、土器キウ（大桶郷）、カハラケキウ（江

ｺ郷大谷口村）、土器ヤシキ（江村郷八幡村）、土器給（蚊居田村）、稲荷土器田

i下田村）、八幡土器田（江村郷大谷ロノ村）

土佐郡 なし

吾川郡
カワラケカ谷（仁ノ村西畑）、土器テン（大野郷伊野村）、カワラケ田（仲村郷喜

ﾃ賀西分）

高岡郡

土器ヤシキ（新居庄）、土トリハ（高岡村）、土器ヤシキ（甲原村太川内）、カワラ

Pテン（吾井郷）、カワラケヤ（仁井田郷）、岩戸天神土器田（岩戸村）、曲淵園田

i吾井郷）

幡多郡
カワラケテン（宿毛西分大深浦村）、カワラケテン（大糀村）、カワラケ船（中村

齧]並村）、土器船戸（中村郷町並村）

看
取
で
き
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
い
く
つ
か
の
例
外
も
み
ら
れ
る
。
ひ
と
つ
は
「
一
宮
土
器

屋
」
（
第
3
表
1
7
）
で
、
彼
は
長
岡
郡
江
村
郷
蒲
原
村
に
一
筆
の
、
高
岡
郡
蓮
池

村
・
波
罫
村
に
四
筆
（
う
ち
一
筆
は
お
そ
ら
く
主
作
）
の
田
地
を
有
し
て
い
た
が
、

両
者
の
直
線
距
離
は
約
二
ニ
キ
ロ
を
測
る
。
ま
た
、
中
村
町
に
居
住
し
て
い
た

「
中
村
ノ
土
器
」
（
第
3
表
2
0
）
は
、
中
村
町
か
ら
ニ
キ
ロ
離
れ
た
幡
多
郡
安
並
村

に
一
筆
（
お
そ
ら
く
主
作
）
、
五
キ
ロ
離
れ
た
蒲
郡
森
沢
村
に
一
筆
、
八
キ
ロ
離
れ

た
大
方
郷
内
に
屋
敷
一
筆
と
田
地
三
筆
（
一
筆
は
お
そ
ら
く
主
作
）
を
有
し
て
い
た
。

大
半
の
土
師
器
工
人
と
は
異
な
り
、
保
有
田
地
が
散
在
し
て
い
た
状
況
を
示
す
の

　
　
②

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
城
下
町
や
神
社
の
門
前
集
落
な
ど
、
集
住
性
の
高

い
場
に
居
住
し
て
い
た
工
人
で
あ
る
点
は
、
工
人
が
農
村
を
離
れ
て
都
市
的
な
場

へ
移
転
す
る
傾
向
と
関
連
す
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
二
例
だ
け
で
あ
る
た
め

に
こ
れ
以
上
の
議
論
は
保
留
し
て
お
き
た
い
。

（
2
）
　
上
級
知
行
者
と
し
て
の
寺
社
と
土
師
器
工
人

　
さ
い
ご
に
、
保
有
田
地
の
知
行
形
態
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
第
3
表

に
み
る
よ
う
に
、
多
く
の
田
地
は
「
給
」
と
表
記
さ
れ
、
長
宗
我
部
氏
ら
上
級
知

行
者
か
ら
給
田
と
し
て
与
え
ら
れ
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
。
　
方
で
、
上
級
知
行

者
に
保
有
権
が
保
持
さ
れ
た
ま
ま
、
「
抽
」
と
し
て
名
主
職
を
認
め
ら
れ
た
も
の
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中世末期における土師器工人の存在様態（中井）

第5表　神社名を冠する土器田等の事例

名称 ネ申社 所在地 等級 地高 登録人等

1
アスカノ宮

y器田
若一王子宮（香衛市） 香美郡大忍野苅屋村 上 10代 海老持

2 土器田 若一王子宮（香衛市）か 香美郡大忍庄王子村 下 34代2歩
御公田　小作中村惣左

q門抱

3 土器田 若一王子筥（香南市）か 香美郡大忍庄王子村 下々 1段13代 御公田　土器介大夫給

4 土器田 若一王子宮（香南市）か 香美郡大忍返王子村 下々 1段13代 岸本夷二神六拍

5 土器園 若一王子宮（香南市）か 香美郡大忍庄王子村 下々 1段22代
御公田　小作中村惣左

p門拍

6 土器田 若一王子宮（香南市）か 香美郡大忍庄王子村 下々 30代
御公田　小作中村惣左

ﾐ門抱

7 土器田 香美郡香山分遠崎 下 42代1歩 海老給

8 稲荷土器田 長岡郡下田村 下 10代5歩 二等分　　弥助作

9 八幡土器田 那宮八幡宮（南国市） 長圃郡涯村郷大谷ロノ村 一ド 1段34代2歩
土器九郎兵衛拍（兼序

ﾅ土地）

10 カワラケ田
吾川郡仲村郷喜津賀薄分

cフチ村
中 1段15代

一成名　植田五郎左衛

ﾗ合

11 岩戸天神土

崧c
天神宮（不明） 高澗郡岩戸村江良 下 2段4代3歩 土器給

12 鴨土器田 賀茂神社（須崎市） 高岡郡吾井郷 上 3段30代 貞満名　山下又五郎給

も
あ
る
。
「
八
幡
領
」
（
第
3
表
3
・
7
・
8
）
や
、
「
愛
宕
領
」
（
第
3

表
1
9
）
が
指
摘
で
き
る
が
、
さ
ら
に
前
掲
の
第
1
表
ま
で
範
囲
を
広

げ
る
と
「
足
摺
（
金
剛
福
寺
）
分
」
（
第
1
表
㎜
～
避
）
、
「
吸
江
（
吸
江

庵
）
分
」
（
第
1
表
3
2
）
、
「
観
音
寺
分
」
（
第
－
表
5
0
、
以
上
の
三
例
は
給

田
）
の
よ
う
に
、
寺
社
が
上
級
知
行
者
と
し
て
土
師
器
工
人
に
田
地

を
分
給
し
た
り
、
あ
る
い
は
名
主
職
を
認
め
た
事
例
が
少
な
か
ら
ず

み
と
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
問
題
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
非
常
に
注
目
さ
れ
る
の
が
ホ

ノ
旧
名
で
あ
る
。
ホ
ノ
ギ
と
は
検
地
段
階
に
お
い
て
、
少
な
く
と
も

検
地
役
人
と
地
元
農
民
と
の
間
で
地
名
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
た
情

報
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
ホ
ノ
ギ
名
に
あ
ら
わ
れ
る
土
師
器
工
人

に
関
わ
る
地
名
と
は
、
た
と
え
検
地
時
点
に
お
い
て
そ
の
保
有
者
が

変
わ
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
検
地
以
前
の
古
い
時
代
の
所
有
状
況
を

示
唆
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ホ
ノ
ギ

名
に
つ
い
て
整
理
し
た
の
が
第
4
表
で
あ
り
、
第
5
表
に
は
ホ
ノ
ギ

名
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、
注
記
な
ど
の
か
た
ち
で
寺
社

と
の
関
係
が
う
か
が
わ
れ
る
事
例
を
ま
と
め
た
。

　
「
土
器
田
」
や
「
土
器
キ
ウ
」
と
い
っ
た
ホ
ノ
ギ
名
は
、
土
師
器

工
人
の
屋
敷
地
以
上
に
ひ
ろ
く
分
布
し
て
い
る
。
長
岡
郡
介
良
庄
や
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幡
多
郡
宿
毛
西
分
に
は
、
土
師
器
工
人
の
屋
敷
地
や
給
田
は
皆
無
で
あ
る
が
、
ホ
ノ
ギ
名
と
し
て
「
土
器
田
」
が
多
く
み
え
る
。
ま
た
、
高
岡

郡
新
居
庄
（
第
工
表
8
9
～
即
）
に
は
、
「
名
」
と
な
っ
た
理
由
は
明
ら
か
に
し
が
た
い
が
、
「
土
器
名
」
と
い
う
注
記
が
～
四
筆
確
認
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
は
、
か
つ
て
は
は
る
か
に
広
範
な
地
域
で
土
師
器
工
人
の
保
有
地
が
展
開
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
よ
う
。
具
体
的
な
時
期
ま

で
は
示
し
得
な
い
も
の
の
、
少
な
く
と
も
戦
国
時
代
よ
り
も
以
前
に
お
い
て
は
、
土
師
器
工
人
の
居
住
地
お
よ
び
生
産
地
は
も
っ
と
広
が
っ
て

い
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
。
こ
の
推
論
が
正
し
け
れ
ば
、
検
地
が
な
さ
れ
た
戦
国
時
代
は
、
も
っ
と
広
範
に
活
動
し
て
い
た
土
師
器
工
人

が
、
お
そ
ら
く
は
人
口
の
集
中
状
況
の
変
動
な
ど
に
あ
わ
せ
て
、
そ
の
生
産
活
動
を
移
し
、
集
約
化
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
と
評
価
で
き
る
。

　
第
5
表
に
み
る
神
社
名
を
冠
し
た
「
土
器
田
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
で
使
用
す
る
土
器
を
貢
納
す
る
代
わ
り
に
工
人
た
ち
に
保
有
が
認
め

ら
れ
た
田
地
の
存
在
を
示
す
。
先
述
し
た
寺
院
が
土
師
器
工
人
に
分
給
し
た
事
例
と
考
え
併
せ
る
な
ら
ば
、
寺
社
に
従
属
す
る
こ
と
で
田
地
の

給
付
を
受
け
、
土
師
器
生
産
に
携
わ
る
あ
り
方
が
古
聖
と
し
て
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
第
5
表
に
み
え
る
神
社
は
可
能
な
範
囲
で
比

定
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
が
、
別
宮
八
幡
宮
（
南
国
市
岡
豊
町
）
や
十
一
王
子
宮
（
香
南
市
香
我
美
町
）
の
よ
う
に
、
大
名
や
国
人
の
崇
敬
を
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

け
、
地
域
の
核
と
な
る
よ
う
な
大
き
な
神
社
の
名
が
み
え
る
一
方
、
社
格
と
し
て
は
決
し
て
高
く
は
な
い
神
社
も
多
い
。
従
属
関
係
と
い
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

も
、
そ
の
具
体
を
明
ら
か
に
す
る
史
料
は
ほ
か
に
得
ら
れ
な
い
が
、
こ
れ
は
京
都
や
南
都
、
豊
前
・
豊
後
地
域
な
ど
で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
あ

り
方
で
あ
り
、
土
佐
国
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ホ
ノ
県
名
か
ら
確
認
で
き
る
田
地
の
す
べ
て

が
、
検
地
段
階
に
お
い
て
も
土
師
器
工
人
の
手
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
第
－
表
と
第
3
表
を
比
べ
て
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
大
半
は

ほ
か
の
農
民
ら
の
手
に
わ
た
っ
て
い
る
。
古
い
時
代
の
あ
り
方
と
し
て
寺
社
と
の
従
属
関
係
を
み
と
め
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
少
な
く
と
も
戦

国
時
代
に
お
い
て
は
、
前
代
よ
り
も
弛
緩
し
て
い
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
な
よ
う
だ
。
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①
明
治
二
二
年
に
参
謀
本
部
測
量
局
が
作
成
し
た
輯
磁
心
〇
万
分
一
覧
を
利
用
し

　
た
。
明
治
期
の
集
落
名
で
検
討
し
、
集
落
表
記
地
点
間
の
直
線
距
離
を
計
測
し
た
。

②
第
3
表
で
は
別
入
と
し
て
取
り
扱
っ
た
が
、
第
3
表
1
0
の
土
器
善
四
郎
の
「
朝

倉
住
」
と
い
う
注
記
を
重
視
し
て
、
土
佐
郡
朝
倉
の
検
地
帳
に
み
え
る
土
器
屋
□

口
（
第
3
表
9
）
を
嗣
一
人
物
と
み
る
と
、
彼
は
土
佐
郡
朝
倉
土
居
東
村
と
高
縄

郡
蓮
池
村
に
合
計
二
軒
の
屋
敷
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
周
辺
に
田
地
を
持
つ
工
人



　
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
も
両
者
の
屡
敷
は
直
線
距
離
に
し
て
皿
○
キ
ロ

　
程
度
し
か
離
れ
て
い
な
い
。

③
近
代
の
社
格
に
よ
れ
ば
、
別
宮
八
幡
富
（
南
国
市
）
と
若
～
王
子
宮
（
香
南

　
市
）
が
県
社
で
、
そ
れ
以
外
は
郷
社
以
下
で
あ
っ
た
。
竹
崎
五
郎
『
高
知
県
神
社

　
工
臨
、
一
九
三
一
年
。

④
　
中
井
前
掲
は
じ
め
に
註
①
文
献
、
豊
田
前
掲
第
一
章
註
㊧
文
献
、

　
【
章
註
⑯
文
献
な
ど
。

⑤
小
柳
前
掲
は
じ
め
に
註
⑩
文
献
。

脇
田
前
掲
第

三
　
ま
　
　
と
　
　
め
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以
上
、
『
地
検
帳
』
を
題
材
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
観
点
か
ら
分
析
を
試
み
た
。
今
回
の
検
討
で
明
ら
か
に
な
っ
た
点
を
あ
ら
た
め
て
整
理

し
て
、
中
世
後
期
の
土
佐
国
に
お
け
る
土
師
器
生
産
の
様
態
を
素
描
し
て
ま
と
め
と
し
た
い
。

　
土
器
を
製
作
す
る
う
え
で
、
ま
ず
必
要
と
な
る
の
は
粘
土
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
灰
粕
陶
器
や
山
茶
椀
の
系
譜
を
引
く
瀬
戸
焼
が
き
わ
め
て

耐
火
性
の
高
い
粘
土
を
必
要
と
し
、
そ
の
点
で
い
わ
ば
土
を
選
ぶ
の
に
対
し
て
、
低
火
度
酸
化
炎
焼
成
に
よ
っ
て
製
作
が
可
能
な
土
師
器
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

『
大
乗
院
寺
社
雑
事
記
』
の
記
事
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
田
畑
か
ら
採
取
で
き
る
よ
う
な
粘
土
で
こ
と
足
り
る
も
の
で
あ
っ
た
。
土

を
選
ば
な
い
と
い
う
材
料
の
遍
在
性
こ
そ
が
土
師
器
の
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、
そ
の
点
に
お
い
て
、
粘
土
の
発
見
は
き
わ
め
て
容
易
で
あ
っ
た
。

さ
ら
に
、
製
作
す
る
器
機
は
杯
・
皿
と
い
っ
た
小
型
の
供
膳
具
が
基
本
で
あ
り
、
他
地
域
の
事
例
を
敷
害
す
れ
ば
、
お
そ
ら
く
は
煙
管
形
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ド
ー
ム
形
の
、
地
上
に
構
築
す
る
型
式
の
簡
単
な
構
造
の
窯
で
製
品
が
焼
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
壊
れ
や
す
い
と
い
う

土
師
器
の
物
理
的
脆
弱
性
を
考
え
れ
ば
、
一
箇
所
に
ま
と
ま
っ
た
生
産
地
か
ら
遠
方
各
地
へ
製
品
が
供
給
さ
れ
る
よ
り
も
、
そ
の
土
地
そ
の
土

地
で
製
作
さ
れ
、
近
辺
に
供
給
さ
れ
る
ほ
う
が
は
る
か
に
効
率
的
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
製
作
に
せ
よ
、
焼
成
に
せ
よ
土
師
器
は
高
度
な

技
術
を
必
要
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
ど
こ
の
粘
土
で
も
製
作
が
可
能
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
生
産
地
が
特
定
の
地
域
に
偏
在
す
る
こ
と
な
く
、

土
佐
国
に
お
い
て
は
、
水
田
の
広
が
る
平
野
部
で
郡
ご
と
に
工
人
の
居
住
が
み
ら
れ
る
と
い
う
分
散
的
な
あ
り
方
と
な
っ
た
の
だ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
材
料
の
発
見
や
製
作
は
容
易
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
採
取
に
は
様
々
な
問
題
が
と
も
な
っ
た
は
ず
だ
。
採
取
地
が
ほ

か
な
ら
ぬ
田
畑
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
田
畑
は
租
税
徴
収
の
根
拠
で
あ
り
、
所
領
の
基
盤
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
粘
土
の
採
取
に
あ
た
っ
て
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は
、
必
然
的
に
土
地
を
め
ぐ
る
諸
々
の
権
利
に
拘
束
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
材
料
の
逓
在
性
と
、
採
取
の
た
め
に
必
要
な
権
利
関
係
の
調
整

は
、
土
師
器
生
産
の
あ
り
方
を
規
定
す
る
き
わ
め
て
重
要
な
要
困
で
あ
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
土
師
器
工
人
は
そ
の
生
業
を
営

む
に
あ
た
り
、
土
地
を
支
配
す
る
領
主
層
か
ら
生
産
の
保
証
を
受
け
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
領
主
層
と
し
て
、
本
稿
の
検
討
か
ら
は
寺
社
と
大
名
・
国
人
層
の
二
種
類
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
上
級
知

行
者
と
し
て
存
在
し
、
そ
こ
か
ら
田
地
が
給
付
さ
れ
る
従
属
的
な
関
係
を
示
す
事
例
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
上
に
ホ
ノ
ギ
名
や
地
籍
登
録
の
注

記
に
寺
社
と
の
関
連
性
を
う
か
が
わ
せ
る
事
例
が
少
な
か
ら
ず
確
認
で
き
た
点
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ホ
ノ
玉
名
が
地
域
社
会
の
な
か
で
あ

る
程
度
定
着
し
て
い
た
地
名
で
あ
る
な
ら
ば
、
具
体
的
な
時
期
ま
で
は
示
し
得
な
い
も
の
の
、
検
地
以
前
の
土
地
利
用
や
保
有
の
古
相
を
反
映

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
だ
。
「
稲
荷
土
器
田
」
や
「
八
幡
土
器
田
」
と
い
う
ホ
ノ
山
名
や
、
コ
宮
土
器
屋
」
な
る
工
人
の
呼
称
は
、
神

社
と
の
き
わ
め
て
密
接
な
関
係
を
推
測
さ
せ
る
。
旧
稿
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
中
世
の
寺
院
や
神
社
で
は
法
会
・
神
事
に
際
し
て
大
量
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

土
師
器
を
使
用
し
て
い
た
。
宗
教
活
動
の
維
持
に
は
土
師
器
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
土
師
器
工
入
を
自
領
に
確
保
し
、
必
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
量
の
土
師
器
を
貢
納
す
る
引
き
換
え
と
し
て
田
地
を
給
付
す
る
例
は
各
地
で
確
認
で
き
る
。
土
佐
国
も
ま
た
、
同
様
の
あ
り
方
が
展
開
し
て

い
た
と
結
論
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
一
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
「
新
市
」
や
「
中
村
」
と
い
っ
た
長
宗
我
部
氏
や
旧
一
条
氏
の
城
下
町
や
、
領
主
居
館
の
膝
下
に
あ
た
る
集
落

と
い
っ
た
、
き
わ
め
て
集
住
性
の
高
い
場
所
に
工
人
が
居
住
し
て
い
た
記
録
か
ら
想
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
今
回
検
討
し
た
土
師
器
工
人
の

居
住
地
の
大
半
が
、
屋
敷
が
散
在
す
る
農
村
的
な
景
観
の
な
か
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
に
対
し
、
屋
敷
が
密
接
し
て
な
ら
ぶ
町
の
な
か
に
、
そ

の
周
縁
と
は
い
え
土
師
器
工
人
が
居
住
す
る
と
い
う
の
は
、
何
ら
か
の
作
為
が
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
大
名
や
国
人
領
主
ら
が
自
ら
の

城
館
の
膝
下
に
商
職
人
を
集
め
て
政
治
的
・
経
済
的
な
拠
点
と
し
て
整
備
し
て
ゆ
く
過
程
の
な
か
に
、
土
師
器
帳
入
も
職
人
の
ひ
と
り
と
し
て

組
み
込
ま
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
土
師
器
が
日
用
品
で
あ
っ
た
こ
と
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
一
五
世
紀
以
降
、
武
家
儀
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

が
整
備
さ
れ
る
過
程
で
、
饗
宴
の
磁
器
と
し
て
一
定
の
消
費
が
な
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
あ
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ら
た
な
大
量
消
費
者
と
し
て
、
地
方
の
武
家
階
層
が
あ
ら
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
新
し
い
様
相
と
み
な
し
、
寺
社
に
よ
る
掌
握
が
古
相
を

示
す
と
み
る
推
論
が
正
し
け
れ
ば
、
『
地
検
帳
』
が
っ
く
ら
れ
た
時
代
は
、
寺
社
へ
の
従
属
か
ら
転
換
し
、
大
名
・
国
人
領
主
層
と
結
び
つ
い

　
　
　
　
　
⑥

て
ゆ
く
過
渡
期
と
評
価
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
、
「
ホ
ノ
ギ
」
名
が
土
師
器
工
人
の
屋
敷
地
以
上
に
広
範
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
も

加
味
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
土
師
器
生
産
地
の
集
約
化
と
軌
を
一
に
し
た
動
向
と
も
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
す
で
に
一
五
世
紀
末
ご
ろ
の
京
都
で
は
、
「
さ
か
（
嵯
峨
）
の
か
わ
ら
け
う
り
」
と
い
っ
た
名
が
史
料
に
み
え
、
土
器
を
売
る
人
び
と
が
確

実
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
『
地
検
帳
』
で
も
土
器
「
屋
」
と
い
う
呼
称
を
多
く
み
い
だ
す
こ
と
が
で
き
た
。
＝
ハ
世
紀
末
の
土

佐
国
で
も
、
土
師
器
は
市
場
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
土
師
器
工
人
が
あ
る
程
度
そ
れ
に
携
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
古
市
」
の
よ
う

な
市
町
と
思
わ
れ
る
場
所
に
工
人
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
し
、
そ
も
そ
も
工
人
た
ち
の
居
住
が
平
野
部
に
集
中
し
、
山

間
部
に
は
拠
点
を
置
い
て
い
な
か
っ
た
状
況
を
み
て
も
明
白
だ
。

　
と
は
い
え
、
土
師
器
工
人
が
製
作
だ
け
に
集
申
し
、
製
品
を
販
売
し
て
生
活
を
す
る
専
業
的
な
職
人
と
い
う
面
で
は
、
な
お
未
成
熟
で
あ
っ

た
こ
と
に
は
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
が
「
主
作
」
の
田
地
を
保
有
し
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
他
人
か
ら
耕
作
を
請
け
負
っ

て
い
た
事
例
に
み
る
よ
う
に
、
彼
ら
は
農
業
か
ら
一
定
の
収
入
を
得
て
い
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
直
接
的
な
農

業
収
入
に
ど
の
程
度
依
存
し
て
い
た
か
は
千
差
万
別
で
あ
っ
て
、
工
人
間
で
一
定
の
傾
向
は
み
い
だ
せ
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
の
工
人
の
保
有
田

地
は
、
せ
い
ぜ
い
居
住
地
の
郷
村
内
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
日
常
の
農
作
業
で
対
応
で
き
る
距
離
内
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
土
師
器
工
人
が
ま
さ

に
「
半
農
半
工
」
的
存
在
で
あ
っ
た
証
左
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
先
述
の
町
的
な
場
に
居
住
し
て
い
た
土
師
器
工
人
の
な
か
に
は
、
郡
を
ま
た

が
っ
て
分
散
し
て
田
地
を
保
有
す
る
例
も
あ
っ
た
。
同
時
に
、
彼
ら
は
他
人
に
耕
作
を
請
け
負
わ
せ
る
田
地
の
比
率
も
高
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の

点
を
積
極
的
に
評
価
す
る
な
ら
ば
、
彼
ら
の
よ
う
な
あ
り
方
は
、
保
有
田
地
の
耕
作
は
他
人
に
任
せ
、
自
ら
は
土
師
器
製
作
に
よ
り
重
点
を
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

く
と
い
う
、
専
業
化
の
萌
芽
的
様
態
と
評
価
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
農
村
集
落
に
住
む
土
師
器
工
人
と
、
城
下
集
落
や
市
場
集
落
に
住
む
土
師
器
工
人
の
双
方
が
み
ら
れ
る
と
い
う
あ
り
方
は
、
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先
述
の
寺
社
従
属
か
ら
転
化
し
て
い
く
過
程
に
対
応
し
た
動
き
を
反
映
し
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
販
売
へ
の
依
存
も
高
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
流
通
が
進
展
し
た
と
し
て
も
、
そ
こ
で
大
き
な
壁
と
な
っ
た
の
は
、
製
品
そ
の
も
の
の
脆
弱
性
で
は

な
か
っ
た
ろ
う
か
。
遠
距
離
へ
の
大
量
輸
送
に
不
向
き
な
こ
の
特
性
は
、
必
然
的
に
土
師
器
の
供
給
圏
を
小
規
模
な
も
の
に
し
、
分
散
的
な
工

人
の
分
布
を
生
ぜ
し
め
た
要
因
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
近
世
に
な
る
と
、
土
師
器
は
国
産
陶
磁
器
の
台
頭
に
よ
っ
て
需
要
が

大
い
に
減
少
し
、
全
国
各
地
で
そ
の
出
土
量
が
激
減
す
る
が
、
そ
の
背
景
も
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
る
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
製
品
の
特
質
と
無

縁
で
は
な
か
ろ
う
。
結
局
、
土
師
器
工
人
は
需
要
の
劇
的
減
少
を
受
け
て
、
専
業
的
な
職
人
に
は
成
長
し
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
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①
文
明
七
年
三
月
一
七
日
・
四
月
二
六
日
条
ほ
か
。
詳
細
は
中
井
前
掲
は
じ
め
に

　
註
①
文
献
を
参
照
。

②
木
野
愛
宕
神
社
（
京
都
市
左
京
区
岩
倉
木
野
町
）
に
は
、
土
師
器
生
産
地
と
し

　
て
知
ら
れ
た
木
野
集
落
で
使
用
さ
れ
て
い
た
土
師
器
窯
を
移
築
復
元
し
て
い
る
。

　
近
世
～
近
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る
こ
の
民
俗
例
を
根
拠
に
、
伊
野
近
富
や
横
田
洋

　
三
は
ド
ー
ム
形
で
地
上
構
築
式
の
土
師
器
窯
を
想
定
し
て
い
る
。
伊
野
前
掲
は
じ

　
め
に
註
⑤
文
献
、
横
田
前
掲
は
じ
め
に
註
⑥
文
献
。
は
じ
め
に
註
⑥
で
ふ
れ
た
土

　
師
器
窯
跡
と
お
ぼ
し
き
遺
構
は
、
全
形
を
復
元
で
き
る
状
況
で
は
な
い
が
、
規
模

　
や
窯
壁
片
の
状
況
を
み
る
か
ぎ
り
、
伊
野
や
横
田
ら
の
推
定
と
矛
盾
す
る
も
の
で

　
は
な
い
。

③
中
井
淳
史
瞥
文
献
か
ら
み
た
モ
ノ
資
料
一
法
会
・
神
事
に
お
け
る
土
師
器
の
使

　
用
一
扁
矢
田
俊
文
・
水
澤
幸
一
・
竹
内
靖
長
編
『
中
世
の
城
館
と
集
散
地
㎞
、
高

　
志
書
院
、
二
〇
〇
五
年
（
の
ち
中
井
は
じ
め
に
前
掲
註
①
文
献
に
所
収
）
。

④
脇
田
前
掲
前
掲
第
一
章
註
⑳
文
献
、
小
柳
前
掲
は
じ
め
に
註
⑩
文
献
な
ど
。

⑤
中
井
前
掲
は
じ
め
に
註
①
文
献
。

⑥
大
名
・
国
入
領
主
と
の
結
び
つ
き
を
指
摘
し
た
が
、
こ
れ
が
「
従
属
」
と
呼
び

　
得
る
よ
う
な
強
固
な
関
係
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
詳
細
ま
で
は
明
ら
か
に
し
が
た

　
い
。
「
土
器
給
」
と
あ
る
よ
う
に
、
検
地
に
よ
っ
て
長
宗
我
部
氏
よ
り
土
師
器
工

　
人
の
田
地
と
承
認
さ
れ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、
そ
の
代
償
と
し
て
土
師
器
工

　
人
が
一
定
量
の
製
品
納
入
を
請
け
負
っ
て
い
た
か
否
か
を
示
す
史
料
は
管
晃
の
か

　
ぎ
り
で
は
み
あ
た
ら
な
い
。

⑦
『
山
科
家
礼
記
㎞
文
明
一
二
（
一
四
八
○
）
年
正
月
四
日
条
。

⑧
城
下
町
や
市
場
の
よ
う
に
入
口
密
度
の
高
い
場
所
で
窯
を
運
毒
す
る
こ
と
は
、

　
防
火
と
い
う
点
か
ら
み
る
と
い
さ
さ
か
奇
異
に
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

　
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
群
の
よ
う
に
、
城
下
地
区
に
土
器
焼
成
窯
と
お
ぼ
し
き
遺
構

　
が
確
認
さ
れ
た
と
す
る
報
告
事
例
も
あ
れ
ば
（
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
第
一
八
次
調

　
査
S
X
七
〇
九
・
七
一
〇
）
、
伊
勢
北
畠
氏
の
拠
点
で
あ
っ
た
多
気
城
下
町
の
よ

　
う
に
、
城
下
の
町
屋
地
区
の
外
側
に
あ
た
る
山
裾
に
土
師
器
生
産
地
を
示
唆
す
る

　
「
ホ
ウ
ロ
ク
マ
チ
扁
と
い
う
地
名
が
の
こ
る
例
も
あ
り
、
両
様
の
事
例
が
確
認
で

　
き
る
。
福
井
県
立
一
乗
谷
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
『
戦
国
城
下
町
研
究
の
最
前
線
隔

　
（
特
別
展
図
録
）
、
一
一
〇
〇
一
年
。
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
『
北
畠
氏
と

　
そ
の
時
代
㎞
（
第
二
五
圓
三
重
県
埋
蔵
文
化
財
展
騒
録
）
、
二
〇
〇
六
年
。



お
　
わ
　
り
　
に

中世末期における土師器工人の存在様態（申井）

　
以
上
、
か
ぎ
ら
れ
た
史
料
を
も
と
に
雑
駁
な
議
論
を
お
こ
な
っ
た
。
土
師
器
が
嗜
好
品
で
は
な
く
、
身
分
階
層
を
超
え
て
誰
し
も
＝
疋
量
を

必
要
と
す
る
と
い
う
点
で
、
い
わ
ば
生
活
必
需
品
と
い
う
べ
き
製
晶
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
ま
た
双
形
や
細
部
形
態
の
地
域
色
が
顕
著
で
あ
っ
た

た
め
に
、
従
来
の
研
究
で
は
、
厳
密
な
検
証
を
経
ぬ
ま
ま
に
農
村
に
お
け
る
自
給
自
足
的
な
生
業
と
漢
然
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
本
稿
で
、
土

佐
国
と
い
う
特
定
の
地
域
で
は
あ
る
に
せ
よ
、
一
国
単
位
で
の
生
産
様
態
を
明
ら
か
に
で
き
た
。
お
お
む
ね
郡
単
位
に
工
人
が
確
実
に
存
在
し

て
い
た
と
い
う
あ
り
方
は
、
以
上
の
よ
う
な
通
説
的
理
解
を
修
正
す
る
も
の
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
農
業
収
入
に
あ
る
程
度
依
存
し
、
土
地
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

結
び
つ
き
が
密
接
で
あ
っ
た
と
い
う
土
師
器
工
人
の
姿
は
、
た
と
え
ば
か
つ
て
強
調
さ
れ
た
中
世
職
能
民
の
遍
歴
性
と
は
対
照
的
で
あ
り
、
そ

の
点
で
手
工
業
生
産
の
様
態
の
多
様
性
を
示
す
結
果
と
な
っ
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
な
お
問
題
点
も
少
な
く
な
い
。
あ
く
ま
で
戦
国
時
代
末
期
と
い
う
時
点
で
の
土
地
保
有
状
況
を
示
す
と
い
う
史
料
の
性
格

も
あ
り
、
土
師
器
工
人
の
生
産
様
態
の
変
遷
に
つ
い
て
は
推
測
を
重
ね
た
部
分
も
の
こ
っ
た
し
、
職
人
と
し
て
の
土
師
器
工
人
を
論
ず
る
な
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ば
他
業
種
の
職
人
と
の
比
較
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
そ
こ
ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
本
稿
で
示
し
た
土
師
器
工
人

の
分
布
モ
デ
ル
が
実
際
の
考
古
資
料
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
か
の
検
証
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

検
証
の
道
の
り
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
が
、
ま
ず
は
叩
き
台
と
し
て
、
大
方
の
ご
批
判
を
乞
う
こ
と
と
し
た
い
。

①
網
野
善
彦
隅
日
本
申
世
の
非
農
業
民
と
天
皇
臨
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
な

　
ど
。

②
『
地
検
帳
』
に
は
土
師
器
口
入
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
人
名
を
み
い
だ

　
す
こ
と
が
で
き
る
。
山
本
大
ら
に
よ
る
整
理
に
よ
れ
ば
、
『
地
検
帳
〆
に
み
え
る

　
職
人
は
四
～
業
種
に
お
よ
ぶ
。
も
っ
と
も
多
い
の
は
鍛
冶
（
三
九
九
件
）
で
、
つ

　
い
で
番
匠
（
二
九
九
件
）
、
紺
屋
（
九
三
件
）
、
大
工
（
八
八
件
）
、
土
器
（
四
八

件
）
と
続
く
。
雑
駁
な
比
較
の
範
囲
で
あ
る
が
、
彼
ら
も
城
下
集
落
や
市
場
集
落

に
集
住
し
て
い
る
者
も
あ
れ
ば
、
農
村
集
落
に
居
住
し
て
い
る
者
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
一
定
規
模
の
田
地
を
給
付
さ
れ
た
り
、
拍
職
や
作
職
を
有
す
る
者
も
存
在
し

て
い
た
。
副
本
的
な
あ
り
方
と
し
て
、
土
師
器
工
人
と
の
大
き
な
相
違
は
み
ら
れ

な
い
が
、
城
下
町
や
市
場
集
落
の
よ
う
な
集
住
性
の
高
い
場
所
に
は
、
紺
麗
や
番

匠
、
鍛
冶
、
大
工
、
大
鋸
と
い
っ
た
職
人
が
ほ
ぼ
例
外
な
く
確
認
で
き
、
こ
の
点
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で
は
土
師
器
工
人
と
顕
著
に
異
な
っ
て
い
る
。
山
本
前
掲
第
一
章
註
②
文
献
付
表

「
長
宗
我
部
地
検
帳
に
よ
る
土
佐
国
職
人
表
」
（
広
江
清
作
成
）
に
よ
る
。
た
だ

し
、
ホ
ノ
出
湯
だ
け
に
あ
ら
わ
れ
る
事
例
も
数
え
る
な
ど
、

は
異
な
る
。

集
計
方
法
は

本

稿
と
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門
附
記
】
本
稿
は
、
平
成
二
三
～
二
五
年
度
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
B
）
「
中
世
土
器
生
産
体
制
の
考
古
学
・
歴
史
学
的
研
究
」
（
課

題
番
号
二
三
七
二
〇
三
八
八
）
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
本
稿
の
内
容
の
一
部
は
、
就
実
大
学
古
代
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
平
成
二
五
年
～
一
月
）
お
よ
び

備
前
歴
史
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
平
成
二
六
年
三
月
）
に
て
口
頭
報
告
し
た
が
、
成
稿
に
あ
た
り
大
幅
な
加
筆
修
正
を
お
こ
な
っ
た
。

（
兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
地
域
資
源
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
教
授
）



An　Aspect　of　Haji－Ware　Production　in　the　Late　Medieval　Period：

　　　　　　　　　　　　　　　　　The　Case　of　the　Tosa　District

by

NAKAI　Atsushi

　　Medievai　H麟ware（土師器）is　one　of　the　most　common　artifacts

excavated　frem　medieval　sites　in　Japan．　lt　is　known　that　medieval　people

used　this　variety　of　earthenware　iR　various　contexts　of　their　lives；　in　other

words，　Haji　ware　was　one　of　the　most　fami｝iar　imp｝ements　employed　by

medieval　people．　A　major　focus　in　the　study　of　Haji　ware　has　been　how　to

estimate　the　age　of　sites　aBd　features　chronoiogically，　however，　few

researchers　have　addressed　the　problems　of　the　aspects　of　Haji－ware

production　because　of　the　absence　of　excavated　production　sites．　The

commonly　accepted　view，　which　has　been　nebulously　stated，　is　that　Haji

ware　was　produced　self－sufficiently　by　each　village，　but　this　view　is　open　to

question．　The　purpose　of　this　paper　is　to　introduce　a　model　of　medieval　Haji－

ware　production，　using　the　Cho－sokabe　chiken－c擁（長宗我部地検帳）as　the

object　of　study．　The　Cho－sokabe　chihen－cho一　is　a　cadastral　register　prepared　by

the　Ch6sokabe　clan（長宗我部氏），who　were　the　Sengoku－era吻伽yδof　Tosa

（土佐）．This　register　reeords　accounts　of　the　sizes　of　properties，　place　names

and　the　names　of　owners　of　residences　and　fields　in　Tosa　province．　ln　this

paper，　1　coilected　examples　of　the　residences　aRd　fields　of　potters　and　the

place　name　Honogi（ホノギ）that　was　concerned　with　Haji　ware　from　the

C妨30たのεcltiken－o乃δ．

　　As　a　result　of　this　examination，　it　is　cjear　that　Haji　ware　potters　lived　in

the　plains　of　Tosa　and　that　their　households　were　distributed　in　a　ratio　of

several　to　each　district．　Judging　from　the　case　of　Haji－ware　potters　of　the

Edo　period　who　constructed　kilns　in　tlteir　owR　residences，　it　can　be

surmised　that　the　distribution　of　Haji－ware　potter’s　residences　matched

distribution　in　the　producing　area．　So，　the　range　of　Haji－ware　distribution

extended　to　a　single　district　at　most．　Haji　ware　was　not　a　product　of　self－

sufficient　communities　as　the　commonly　accepted　view　suggests；　it　should　be

thought　as　a　trading　product，　even　if　it　was　traded　on　a　small　scale．

（　624　）



　　Haji－ware　potters　possessed　paddy　fields　in　addition　to　their　residences，

and　they　depended　partly　on　agriculture　and　partly　on　pottery　for　their

iivelihoods．　Most　lived　in　rural　villages，　but　some　moved　to　areas　of

population　concentration　nearby　the　lord’s　castles　and　markets．　lt　is　likely

that　some　potters　intended　to　become　specialists　of　Haji’一ware　production．

This　kind　of　commercial　development　in　Haji－ware　potters　and　their

production　shouid　not　overlooked

　　Medieval　Haji－ware　production　did　not　necessarily　reiy　on　advanced

technologies，　and　Haji　ware　could　be　made　from　clay　extracted　from　paddy

fields　and　everywhere．　That　is，　Haji－ware　production　was　one　of　the　simplest

pottery　industries　in　medieval　Japan．　Although　from　the　viewpoint　of

technology　and　raw　materials，　launching　the　production　of　Haji　ware　would

have　been　easy，　in　point　of　fact，　it　was　not　a　simple　matter．　This　was

because　ffaji－ware　potters　needed　to　acquire　guarantees　of　mining　rights

from　the　feudal　lords．　This　worked　to　retard　unrestricted　removal　aRd

production　by　Haji－ware　potters．　From　the　investigation　of　the　p｝ace　Rame

Honogi，　1　indicate　that　Haji－ware　potters　had　strong　relations　with　temples

and　shrines，　rather　than　4々勿ησandん。々鰐励（国人）until　the　sixteenth

century．　ln　the　background　of　this　characteristic　of　Haji－ware　productioR

were　the　small－scale　supply　aRd　dispersible　production　along　with　fragility

of　the　product　itself．　There　was　large　demaRd　for　Haji　ware　in　the　late

medieval　period，　but　the　demand　fe｝1　off　in　the　Edo　period　due　to　the

development　of　Japanese　ceramic　production．　MeaRwhile，　Haji－ware　potters

didn’t　develop　as　a　specialist　occupatioR．

　　In　this　paper，　1　present　a　model　of　Haji－ware　production　based　on　an

investigation　of　late－medieval　records．　Although　it　will　be　necessary　to

confirm　a　similar　local　character　from　archaeological　materials，　this　model

presents　the　first　concrete　image　of　Haji－ware　production，　aRd　1　believe　it

will　prove　valuable　in　the　study　of　the　production　of　medieval　earthenware．
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